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新型コロナウイルス感染症を巡る
鹿児島大学病院の取り組み
～地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと～

特 集

動画配信中 !!
今回は「高隈演習林」
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2021年 11月発行

　鹿児島県大隅半島、桜島の東隣に位置し100年の歴史を有す
る鹿児島大学の演習林です。島津藩の藩有林を受け継ぎ1909
（明治42）年、鹿児島大学農学部の前進である国立鹿児島高等
農林学校に佐多演習林とともに開設され、現在も教育研究の場
として活用されています。
　一帯には、およそ3万年前の姶良火山の大噴火によって噴出し
たシラスや軽石が厚く堆積し、豊かな森の働きと相まって豊富な
良質の地下水を育みます。鹿児島大学ブランド焼酎「春秋謳歌」
「きばいやんせ」は、当演習林で湧出する「高隈の名水」を仕込み
と割り水に使用しています。

　鹿児島県産の新鮮なさつまいも ”黄金千貫“ を原料とする本格芋焼酎です。仕込み水と割り水には、本学農学部の

高隈演習林に湧き出る良質な地下水「高隈の名水」を使用しています。高隈山の大自然を感じさせる、すっきりした

味わいと上品な甘さが特徴です。

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「高隈演習林」

動画配信中！ 今回は
「高隈演習林」
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「きばいやんせ」
度数：25度  容量：900m l（化粧箱入）
製造：薩摩酒造（枕崎市） 価格：1 , 2 2 3円（税込）

kagoshima_uni
v.koho

Instagramでも情
報発信中！



~
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て
社
会
に
果
た
し
た
こ
と
~

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
巡
る

特
集

2
0
2
0
年
初
頭
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
が
社
会
に
出
現
し
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
病
院
は
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
か
ら
命
と
健
康
を
守
る
「
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
」
と

し
て
総
力
を
挙
げ
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
対
策
を
講
じ
、
医
療
活
動
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。

出
来
事

鹿
児
島
大
学
病
院
の
対
応

●
中
国
武
漢
で
謎
の
新
型
肺
炎
多
発
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）原

因
と
同
定
。指
定
感
染
症（
2
月
1
日
）

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
乗
客
に
陽
性

例
確
認
。横
浜
港
で
検
疫
開
始
。確
定
症
例

7
1
2
、死
亡
14

●
鹿
児
島
県
と
共
同
で
検
査
・
診
療
体
制
確
立

へ
。鹿
児
島
市
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

●
鹿
児
島
県
医
師
会
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
・

対
応
フ
ロ
ー
作
成

●
大
学
病
院
対
策
本
部
設
置

●
I
C
U
で
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
、
個
人
防
護
服
着
脱

訓
練
実
施
、
院
内
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

●
鹿
児
島
県
庁
会
議
参
加

●
第
１
回
緊
急
事
態
宣
言

●
院
内
組
織
再
編
。感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

●
鹿
児
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
調
整
本
部

会
議
設
置
。重
症
・
中
等
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

●
鹿
児
島
県
医
師
会
に
C
O
V
I
D

－

19
相
談
窓
口

設
置
、運
営
に
参
画

●
宿
泊
療
養
施
設
の
整
備
に
参
画

●
県
と
海
上
保
安
庁
に
よ
る
離
島
搬
送
訓
練
に
参
加

●
鹿
児
島
市
街
地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生（
1
1
6

名
の
感
染
者
確
認
）

●
与
論
で
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
。重
症
1
例
を
含
む

計
56
例
が
感
染
。49
名
を
島
外
搬
送

●
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
や
行
政
検
査
に
協
力

●
当
院
診
療
W
G
の
患
者
受
け
入
れ
、行
政
検
査
対

応
。宿
泊
施
設
の
立
ち
上
げ
に
参
画

●
与
論
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
保
健
支

援
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
に
参
画

●
鹿
児
島
県
内
で
初
の
医
療
機
関
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生

●
鹿
児
島
県
内
の
感
染
管
理
認
定
看
護
師
や
厚
生
労

働
省
ク
ラ
ス
タ
ー
班
と
の
チ
ー
ム
で
の
対
応

※
21
年
9
月
末
ま
で
に
24
件
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
支
援

●
第
2
回
緊
急
事
態
宣
言

●
当
院
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

●
ア
ル
フ
ァ
株
に
よ
る
第
４
波

●
第
3
回
緊
急
事
態
宣
言

●
全
国
的
に
感
染
拡
大

●
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

接
種
開
始

●
鹿
児
島
市
、鹿
屋
市
の
大
規
模
接
種

会
場
で
の
運
営
支
援

●
デ
ル
タ
株
に
よ
る
第
５
波

●
鹿
児
島
県
緊
急
事
態
宣
言

●
鹿
児
島
県
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

●
第
６
波
防
止
へ
向
け
て

●
課
題
の
抽
出
と
改
善
支
援

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
発
症
予
防
効
果

の
経
時
的
推
移
、
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

の
日
程
調
整
・
実
施
有
無
の
検
討

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
軌
跡
※
感
染
制
御
部
川
村
英
樹
医
師
の

記
録
を
基
に
作
成

特集 新型コロナウイルス感染症を巡る

鹿児島大学病院の取り組み
〜地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと〜

20202021
1月3月4月4月 5月6月7月8月現在 2月3月 1月6月8月

鹿
児
島
大
学
病
院
の
取
り
組
み

本学接種で作成した
医師向け接種手技ビ
デオの一画面

2020年2月に鹿児島
県医師会で作成した
新型コロナウイルス感
染症のスクリーニング
シートと対応フロー

与論空港から初の航空機によ
る島外搬送ミッション。当院へ
も1例の重症患者を搬送。右端
は江口智洋救命救急センター
医師
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コ
ロ
ナ
が
現
れ
た
当
初
、
ど
ん
な
感
染
症
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
き
な
問
題
で

し
た
。
他
の
感
染
症
と
違
っ
て
、
か
な
り
急
激
に

悪
く
な
る
特
徴
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
エ
ク

モ
（
体
外
式
膜
型
人
工
肺
）
を
使
わ
な
い
と
対

応
で
き
な
い
く
ら
い
重
篤
な
病
態
に
な
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
」

と
い
う
立
ち
位
置
に
あ
る
大
学
病
院
と
し
て
、
重

篤
な
患
者
を
積
極
的
に
受
け
、
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
4
月
に
は
県
に
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
、
複
数
の
重
点
医
療
機
関
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
重
症
患
者
へ
の
対
応
、
特
に
急
激
に
悪

化
す
る
病
態
へ
の
対
応
に
つ
い
て
不
安
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
重
篤
に
な
る
場
合
、
当
院
が
責

任
を
持
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
表
明
し
て
い

た
の
で
す
が
、
各
医
療
機
関
の
不
安
を
解
消
し
て

抵
抗
な
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
当
院

と
市
立
病
院
と
が
核
に
な
っ
て
、
お
よ
そ
40
の
医

療
機
関
・
施
設
か
ら
な
る
「
重
症
・
中
等
症
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
良
か
っ
た
こ
と

は
、
S
N
S
や
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
、
情
報
を
い
ち
早
く
共
有
で
き
た
こ
と
で

す
。
呼
吸
器
内
科
医
や
薬
剤
師
な
ど
専
門
家
も

揃
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
病
気
に
関
す
る
疑
問
や

不
安
を
書
き
込
む
と
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
ア
ド

バ
イ
ス
が
返
っ
て
く
る
。
画
像
を
基
に
診
断

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
仕
組
み
は
、
各
施
設
の
診
療
の
大
き
な
助

け
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
I
C
U
に
患

者
が
集
中
し
て
医
療
が
ひ
っ
迫
す
る
事
態
を

避
け
る
上
で
も
、
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
し

た
。
急
激
に
重
症
化
し
た
時
に
は
、
当
院
の

医
師
・
ス
タ
ッ
フ
が
人
工
呼
吸
器
を
携
え
て

駆
け
つ
け
、
挿
管
し
て
当
院
に
搬
送
し
た
こ

と
も
数
例
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連

携
を
利
用
し
て
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
早
期
投

与
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
、
重
症
化
を
防

ぐ
上
で
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

協
力
と
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
は
、
地
域
医
療
に
と
っ
て
大
事

な
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
は

人
の
協
力
・
信
頼
関
係
が
熱
い
こ
と
も
良
い
方
向

に
働
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
第
５
波
が
ひ
と
段

落
し
た
現
在
も
、
県
の
医
療
調
整
チ
ー
ム
の
下
、

医
療
関
係
者
は
交
代
で
県
庁
に
待
機
し
、
保
健
所

と
の
連
携
の
中
で
感
染
状
況
の
把
握
・
追
跡
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
連
携
・
協
力
関
係
を
つ
な

い
で
い
け
ば
、
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
以
外
の
重
篤
な

感
染
症
が
現
れ
た
時
に
も
機
能
す
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長

　垣
花 

泰
之 

教
授

2
0
2
0
年
１
月
、
当
院
に
お
い
て
は
、
そ
の

2
年
前
に
発
生
し
た
薬
剤
耐
性
菌
多
発
事
例
に

関
す
る
収
束
判
断
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
武
漢
で
起
こ
っ
た
原
因
不
明

の
肺
炎
多
発
に
関
す
る
報
道
が
世
界
を
駆
け
巡

り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
広
が
る
の
か
分
か
ら
な

い
、
そ
の
時
点
で
は
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
。
全
く
得
体
の
分
か
ら
な
い
新
興

感
染
症
の
病
原
体
に
対
し
、
私
た
ち
は
向
き
合
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
探
り
の
中
、
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
、
そ
の
評

価
を
基
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
院
内
全
て

の
部
署
に
伝
え
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
組
織
が
集
ま
る
大
学
病
院

に
お
い
て
、
全
て
の
部

署
で
同
じ
レ
ベ
ル
の
リ

ス
ク
管
理
を
共
有
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。
理
想
的
な
感
染
対

策
を
目
指
せ
ば
、
そ
れ

自
体
が
診
療
に
影
響
を

与
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

基
に
各
部
門
で
必
要
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
練
り
直

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
即
し
た
感
染
対
策
に

取
り
組
む
と
い
う
形
で

進
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
大
学
病
院
と
い
う
大
所
帯
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
の
感
染
対
策
意
識
の
高
さ
の
お
陰
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
集
ま
る
場
所
に
は
特
に
注
意
を

払
い
ま
し
た
。
無
症
状
や
軽
症
で
も
周
囲
に
広
げ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
入
院
中
の
面
会
制
限
や

健
康
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
周
知
し
、
外
来
や
病

棟
に
定
期
的
に
巡
回
し
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
の
徹
底
に
つ
い
て
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
各
ス
タ
ッ
フ
は
、
感
染
症
専
門
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
病
態
の
評
価
や
判
断
、
適

正
薬
剤
の
提
案
な
ど
、
診
療
現
場
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
当
た
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
学
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
感
染
対

策
活
動
に
も
積
極
的
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
県
内
に
は
5
0
0
床
弱
の
確
保
病
床
が
あ
り

ま
す
が
、
受
け
入
れ
・
搬
送
と
も
に
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
各
医
療

機
関
や
宿
泊
療
養
施
設
へ
出
向
き
、
感
染
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
離
島
か
ら
の
救
急
搬
送
に
関
し
て
も
、
海

上
保
安
庁
や
自
衛
隊
、
鹿
児
島
県
等
と
の
連
携
の

下
、
機
内
の
養
生
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
へ
も
出
向
き
、
疫

学
評
価
や
感
染
対
策
の
強
化
策
の
助
言
や
支
援

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
歯
科
医
師
に
よ
る
接

種
や
看
護
部
に
よ
る
看
護
支
援
・
業
務
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
と
一
緒
に
、
大
規
模
接
種
会
場
に
お
け
る

医
師
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
業
務
フ
ロ
ー
作

成
な
ど
も
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

副
部
長

　川
村 

英
樹 

特
例
准
教
授

未
知
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
連
携
体
制
を
構
築

模
索
の
中
、院
内
外
の
感
染
対
策
に
奔
走

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

感
染
制
御
部

初めの頃は、疾患の感染力や感染経路が誰に
も分からなかったので、昨年の夏は担当ドク
ター・看護師はフル PPE という完全防御で治
療に当たっていました。それでも家族への感染
の可能性を危惧し、家に帰ることもできずホテ
ル宿泊を続けていて、みんな強い不安やストレ
スを抱えていました。院内に、精神科の中村先
生を中心とするケアチームを作っていただき、
全員が相談を受けられる態勢を作って乗り切っ
てきました。

院内で起こるさまざまな感染症から患者さんや職員の安全を守る
活動を行う組織として、当院には ICT(Infection Control Team：感
染制御チーム ) が設置されています。各部門の医師、看護師、薬剤師、
臨床検査技師、臨床技術職員、事務職員などさまざまな職種から構
成され、横断的に病院全体の感染対策活動を実施しています。

本院の ICT はおよそ 20 年前に設置され、これまでにも SARS や
新型インフルエンザなどの新興感染症、薬剤耐性菌など、時宜に合
わせた感染対策活動を行ってきました。感染制御部は、そのコアメ
ンバーとして活動の中心を担っています。

振り返って感染制御部

本部長：県くらし保健福祉部医療審議監兼次長
副本部長：鹿児島大学病院長医療部会

くらし保健福祉部
危機管理局県

広域医療調整チーム

鹿児島大学病院
鹿児島市立病院

重症/中等症ネットワーク

鹿児島県
医師会

介護・福祉施設班 感染症チーム 宿泊班

周産期班 透析班 小児班 精神班

連携 連携

本部長：県くらし保健福祉部長
副本部長：鹿児島大学病院長調整本部

対策本部［本部長：県知事］

沖永良部空港から当院への海上保安庁航
空機による人工呼吸器管理患者の搬送。
右端が川村医師、右から2番目が政所祐
太郎救命救急センター医師、同3番目下が
佐潟芳久副臨床工学技師長（提供：感染
制御部 川村英樹医師）

特集 新型コロナウイルス感染症を巡る

鹿児島大学病院の取り組み
〜地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと〜
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コ
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ナ
が
現
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初
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感
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問
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他
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る
。
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ク
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膜
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と
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い
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た
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療
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」
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。
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篤
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入
れ
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入
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築
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。
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築
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テ
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く
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で
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各
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も
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大
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有
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携
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当
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送
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と
も
数
例
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す
。
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の
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を
利
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、
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期
投

与
が
可
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た
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と
も
、
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非
常
に
有
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で
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。

協
力
と
信
頼
関
係
に
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は
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現
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。
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に
も
積
極
的
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
県
内
に
は
5
0
0
床
弱
の
確
保
病
床
が
あ
り

ま
す
が
、
受
け
入
れ
・
搬
送
と
も
に
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
各
医
療

機
関
や
宿
泊
療
養
施
設
へ
出
向
き
、
感
染
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
離
島
か
ら
の
救
急
搬
送
に
関
し
て
も
、
海

上
保
安
庁
や
自
衛
隊
、
鹿
児
島
県
等
と
の
連
携
の

下
、
機
内
の
養
生
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
へ
も
出
向
き
、
疫

学
評
価
や
感
染
対
策
の
強
化
策
の
助
言
や
支
援

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
歯
科
医
師
に
よ
る
接

種
や
看
護
部
に
よ
る
看
護
支
援
・
業
務
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
と
一
緒
に
、
大
規
模
接
種
会
場
に
お
け
る

医
師
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
業
務
フ
ロ
ー
作

成
な
ど
も
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

副
部
長

　川
村 

英
樹 

特
例
准
教
授

未
知
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
連
携
体
制
を
構
築

模
索
の
中
、院
内
外
の
感
染
対
策
に
奔
走

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

感
染
制
御
部

初めの頃は、疾患の感染力や感染経路が誰に
も分からなかったので、昨年の夏は担当ドク
ター・看護師はフル PPE という完全防御で治
療に当たっていました。それでも家族への感染
の可能性を危惧し、家に帰ることもできずホテ
ル宿泊を続けていて、みんな強い不安やストレ
スを抱えていました。院内に、精神科の中村先
生を中心とするケアチームを作っていただき、
全員が相談を受けられる態勢を作って乗り切っ
てきました。

院内で起こるさまざまな感染症から患者さんや職員の安全を守る
活動を行う組織として、当院には ICT(Infection Control Team：感
染制御チーム ) が設置されています。各部門の医師、看護師、薬剤師、
臨床検査技師、臨床技術職員、事務職員などさまざまな職種から構
成され、横断的に病院全体の感染対策活動を実施しています。

本院の ICT はおよそ 20 年前に設置され、これまでにも SARS や
新型インフルエンザなどの新興感染症、薬剤耐性菌など、時宜に合
わせた感染対策活動を行ってきました。感染制御部は、そのコアメ
ンバーとして活動の中心を担っています。

振り返って感染制御部

本部長：県くらし保健福祉部医療審議監兼次長
副本部長：鹿児島大学病院長医療部会

くらし保健福祉部
危機管理局県

広域医療調整チーム

鹿児島大学病院
鹿児島市立病院

重症/中等症ネットワーク

鹿児島県
医師会

介護・福祉施設班 感染症チーム 宿泊班

周産期班 透析班 小児班 精神班

連携 連携

本部長：県くらし保健福祉部長
副本部長：鹿児島大学病院長調整本部

対策本部［本部長：県知事］

沖永良部空港から当院への海上保安庁航
空機による人工呼吸器管理患者の搬送。
右端が川村医師、右から2番目が政所祐
太郎救命救急センター医師、同3番目下が
佐潟芳久副臨床工学技師長（提供：感染
制御部 川村英樹医師）

特集 新型コロナウイルス感染症を巡る

鹿児島大学病院の取り組み
〜地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと〜
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本
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
医
療
分
野
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
大
学
病
院
に
よ
る
診

療
活
動
と
と
も
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研

究
開
発
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
・
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス
抗
ウ

イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
本

来
、
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
な
ど

の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
関
す
る
基
礎
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

得
た
知
見
と
収
集
し
た
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
活
用
し
、
2
0
2
0
年
初
頭
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療

薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
年
6
月
に
は
治

療
薬
候
補
と
な
る

化
合
物
の
同
定
に

成
功
し
ま
し
た
。

現
在
、
製
薬
会

社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に

向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い

ま
す
。
全
く
の
新
薬
と
い
う
こ
と
で
、

厳
密
な
安
全
性
試
験
や
動
物
動
態
実
験

を
経
て
、
臨
床
試
験
に
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
に
対
応
し
や
す
い
と
い
う

強
み
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、

健
康
な
ヒ
ト
が
予
防
目
的
に
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
、
病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治

療
す
る
薬
剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
薬
開
発
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き
も
の
で
す

が
、
1
日
も
早
い
実
用
化
へ
向
け
、
全

力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野

馬
場
昌
範
特
任
教
授

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め
に

は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬

剤
の
ア
ッ
セ
イ
（
※
1
）

の

た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。

エ
イ
ズ
を
引
き
起
こ
す

H
I
V

－

1
ウ
イ
ル
ス

や
C
型
肝
炎
・
B
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
、
さ
ら
に
南
九
州
で
発
症
の

多
い
H
A
M
の
原
因
と
な
る
H
T
L
V

－

1
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
の
研
究
を
手
が
け
る
当
セ
ン

タ
ー
で
は
約
7
0
0
0
種
の
薬
剤
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
保
有
し
、
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で

に
培
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の

技
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
や
評

価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る
こ
と
も
私
た

ち
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル
ス

と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
撲
滅
が
難
し
い
特

徴
を
持
つ
た
め
、
長
き
に
わ
た
る
付
き

合
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
予
測
で
き

ま
す
。
ま
た
今
後
、
新
興
感
染
症
（
※
2
）、

再
興
感
染
症
（
※
3
）

な
ど
の
出
現
も
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
ト
ラ
ン
ス

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
:
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬
に

な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
培
養
細
胞
や
試
験

管
内
で
活
性
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム

※
2

　新
興
感
染
症
:
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染
症

※
3

　再
興
感
染
症
:
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び
流
行

を
見
せ
て
い
る
感
染
症

長
年
の
研
究
か
ら
得
た
知
見
を
基
に

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
剤
候
補
を
発
見

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
知
見
を

未
知
の
感
染
症
対
策
に
生
か
す
使
命

昨
年
、
未
知
の
感
染
症
の
発
生
に

全
世
界
が
「
虚
を
つ
か
れ
た
」
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
大
学
病
院

に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
重
症
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん

な
ど
重
症
患
者
の
診
療
に
も
着
実
に

取
り
組
み
、
研
究
面
に
お
い
て
も
目

覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

大
学
教
育
に
お
い
て
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
最
大
限
の
感
染
対
策
を

施
し
、
臨
床
実
習
の
機
会
を
設
け
る

よ
う
工
夫
、
努
力
を
重
ね
た
期
間
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
院

内
感
染
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集

団
）
の
発
生
を
見
な
か
っ
た
こ
と
は
、

職
員
一
丸
と
な
っ
た
感
染
対
策
の
た

ま
も
の
と
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
各
地
で
発
生
し
た
ク
ラ

ス
タ
ー
収
束
へ
の
指
導
、
対
応
に
つ
い
て
、
鹿
児

島
県
と
共
に
教
育
的
・
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
も
、
大
学
病
院
と
し
て
の
大
き
な
功
績
と
言

え
ま
す
。
と
く
に
離
島
で
の
感
染
拡
大
時
に
は
、

感
染
制
御
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
率
先
し
て
出
動
、
搬

送
に
従
事
し
、
迅
速
な
診
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
人
工
呼
吸
器

に
繋
が
れ
た
方
が
飛
行
機
で
運
ば
れ
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
来
、
人
工
呼
吸
器
は
飛

行
機
内
で
動
か
す
よ
う
に
は
設
計
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
臨
床
工
学
技
士
に
よ
る
入
念
な
準
備
と
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
万
一
の
場
合
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
綿
密
に
備
え
て
臨
み
ま
し
た
。
日
本
初

の
成
功
例
で
し
た
が
、
容
易
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る

日
本
初
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
垣
花
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
医

療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
鹿
児
島
県
の
医
療
の
底

上
げ
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
各
医
療
機
関
と
大

学
病
院
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
こ
と
で
、
遠
隔

で
患
者
さ
ん
の
容
体
を
診
な
が
ら
指
示
や
助
言

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
数
が
想
定
よ

り
抑
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
全
県
で
の
取
り

組
み
が
う
ま
く
い
っ
た
成
果
で
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
課
題
は
、
高
齢
化
社
会
で
生

じ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
の
課
題
に
応
え
ら
れ

る
病
院
機
能
の
充
実
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学

病
院
は
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
新
規
治
療
法
や

高
度
先
進
治
療
が
許
さ
れ
て
い
る
病
院
で
す
。
遺

伝
子
検
索
に
基
づ
く
が
ん
の
個
別
化
医
療
（
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
）

や
心
臓
の
低
侵
襲
治

療
な
ど
、「
地
域
医

療
の
最
後
の
砦
」
と

し
て
高
度
な
医
療
を

地
域
の
皆
さ
ま
に
提

供
す
る
べ
く
精
進
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
を
機
に
、
健

康
の
大
切
さ
を
認
識
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
お
過

ご
し
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

病
院
長

　坂
本
泰
二

有村 尚子さん
（感染管理認定看護師）
今かなり落ち着いては
いますが、第６波がくる
可能性もないとは言えま
せん。医療機関のひっ迫を招いたり、
コロナの患者さんが増えることで他の
医療がしわ寄せを受けたりすることが
ないよう、感染対策の必要性はまだま
だあります。油断せず、マスク・手洗
いは継続していただきたいと思います。
それがみんなを守ることになると思い
ます。

才田 隆一さん
（特定看護師）
大学病院で働いている
と、コロナよりもっと怖
い病気はたくさんありま
す。一時期は、熱も咳も、何もかもコ
ロナのせいにされる風潮があり、コロ
ナへの不安から、他の病気への関心が
おざなりになっていたことが怖かった
です。正しい知識で怖がっていただき、
しっかり体調を管理して、引き続き感
染対策を取っていただきたいと思いま
す。

感染制御担当スタッフからのメッセージ

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

〈BSL3室における実験の様子〉

感
謝
、そ
し
て
誇
り
を
胸
に
明
日
へ
鹿
児
島
大
学
病
院

特集 新型コロナウイルス感染症を巡る

鹿児島大学病院の取り組み
〜地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと〜

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

池
田
正
徳
教
授
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本
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
医
療
分
野
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
大
学
病
院
に
よ
る
診

療
活
動
と
と
も
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研

究
開
発
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
・
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス
抗
ウ

イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
本

来
、
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
な
ど

の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
関
す
る
基
礎
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

得
た
知
見
と
収
集
し
た
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
活
用
し
、
2
0
2
0
年
初
頭
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療

薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
年
6
月
に
は
治

療
薬
候
補
と
な
る

化
合
物
の
同
定
に

成
功
し
ま
し
た
。

現
在
、
製
薬
会

社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に

向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い

ま
す
。
全
く
の
新
薬
と
い
う
こ
と
で
、

厳
密
な
安
全
性
試
験
や
動
物
動
態
実
験

を
経
て
、
臨
床
試
験
に
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
に
対
応
し
や
す
い
と
い
う

強
み
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、

健
康
な
ヒ
ト
が
予
防
目
的
に
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
、
病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治

療
す
る
薬
剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
薬
開
発
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き
も
の
で
す

が
、
1
日
も
早
い
実
用
化
へ
向
け
、
全

力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野

馬
場
昌
範
特
任
教
授

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め
に

は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬

剤
の
ア
ッ
セ
イ
（
※
1
）

の

た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。

エ
イ
ズ
を
引
き
起
こ
す

H
I
V

－

1
ウ
イ
ル
ス

や
C
型
肝
炎
・
B
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
、
さ
ら
に
南
九
州
で
発
症
の

多
い
H
A
M
の
原
因
と
な
る
H
T
L
V

－

1
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
の
研
究
を
手
が
け
る
当
セ
ン

タ
ー
で
は
約
7
0
0
0
種
の
薬
剤
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
保
有
し
、
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で

に
培
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の

技
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
や
評

価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る
こ
と
も
私
た

ち
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル
ス

と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
撲
滅
が
難
し
い
特

徴
を
持
つ
た
め
、
長
き
に
わ
た
る
付
き

合
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
予
測
で
き

ま
す
。
ま
た
今
後
、
新
興
感
染
症
（
※
2
）、

再
興
感
染
症
（
※
3
）

な
ど
の
出
現
も
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
ト
ラ
ン
ス

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
:
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬
に

な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
培
養
細
胞
や
試
験

管
内
で
活
性
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム

※
2

　新
興
感
染
症
:
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染
症

※
3

　再
興
感
染
症
:
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び
流
行

を
見
せ
て
い
る
感
染
症

長
年
の
研
究
か
ら
得
た
知
見
を
基
に

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
剤
候
補
を
発
見

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
知
見
を

未
知
の
感
染
症
対
策
に
生
か
す
使
命

昨
年
、
未
知
の
感
染
症
の
発
生
に

全
世
界
が
「
虚
を
つ
か
れ
た
」
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
大
学
病
院

に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
重
症
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん

な
ど
重
症
患
者
の
診
療
に
も
着
実
に

取
り
組
み
、
研
究
面
に
お
い
て
も
目

覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

大
学
教
育
に
お
い
て
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
最
大
限
の
感
染
対
策
を

施
し
、
臨
床
実
習
の
機
会
を
設
け
る

よ
う
工
夫
、
努
力
を
重
ね
た
期
間
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
院

内
感
染
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集

団
）
の
発
生
を
見
な
か
っ
た
こ
と
は
、

職
員
一
丸
と
な
っ
た
感
染
対
策
の
た

ま
も
の
と
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
各
地
で
発
生
し
た
ク
ラ

ス
タ
ー
収
束
へ
の
指
導
、
対
応
に
つ
い
て
、
鹿
児

島
県
と
共
に
教
育
的
・
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
も
、
大
学
病
院
と
し
て
の
大
き
な
功
績
と
言

え
ま
す
。
と
く
に
離
島
で
の
感
染
拡
大
時
に
は
、

感
染
制
御
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
率
先
し
て
出
動
、
搬

送
に
従
事
し
、
迅
速
な
診
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
人
工
呼
吸
器

に
繋
が
れ
た
方
が
飛
行
機
で
運
ば
れ
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
来
、
人
工
呼
吸
器
は
飛

行
機
内
で
動
か
す
よ
う
に
は
設
計
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
臨
床
工
学
技
士
に
よ
る
入
念
な
準
備
と
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
万
一
の
場
合
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
綿
密
に
備
え
て
臨
み
ま
し
た
。
日
本
初

の
成
功
例
で
し
た
が
、
容
易
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る

日
本
初
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
垣
花
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
医

療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
鹿
児
島
県
の
医
療
の
底

上
げ
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
各
医
療
機
関
と
大

学
病
院
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
こ
と
で
、
遠
隔

で
患
者
さ
ん
の
容
体
を
診
な
が
ら
指
示
や
助
言

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
数
が
想
定
よ

り
抑
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
全
県
で
の
取
り

組
み
が
う
ま
く
い
っ
た
成
果
で
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
課
題
は
、
高
齢
化
社
会
で
生

じ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
の
課
題
に
応
え
ら
れ

る
病
院
機
能
の
充
実
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学

病
院
は
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
新
規
治
療
法
や

高
度
先
進
治
療
が
許
さ
れ
て
い
る
病
院
で
す
。
遺

伝
子
検
索
に
基
づ
く
が
ん
の
個
別
化
医
療
（
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
）

や
心
臓
の
低
侵
襲
治

療
な
ど
、「
地
域
医

療
の
最
後
の
砦
」
と

し
て
高
度
な
医
療
を

地
域
の
皆
さ
ま
に
提

供
す
る
べ
く
精
進
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
を
機
に
、
健

康
の
大
切
さ
を
認
識
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
お
過

ご
し
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

病
院
長

　坂
本
泰
二

有村 尚子さん
（感染管理認定看護師）
今かなり落ち着いては
いますが、第６波がくる
可能性もないとは言えま
せん。医療機関のひっ迫を招いたり、
コロナの患者さんが増えることで他の
医療がしわ寄せを受けたりすることが
ないよう、感染対策の必要性はまだま
だあります。油断せず、マスク・手洗
いは継続していただきたいと思います。
それがみんなを守ることになると思い
ます。

才田 隆一さん
（特定看護師）
大学病院で働いている
と、コロナよりもっと怖
い病気はたくさんありま
す。一時期は、熱も咳も、何もかもコ
ロナのせいにされる風潮があり、コロ
ナへの不安から、他の病気への関心が
おざなりになっていたことが怖かった
です。正しい知識で怖がっていただき、
しっかり体調を管理して、引き続き感
染対策を取っていただきたいと思いま
す。

感染制御担当スタッフからのメッセージ

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
キ
ャ
ン
パ
ス

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

〈BSL3室における実験の様子〉

感
謝
、そ
し
て
誇
り
を
胸
に
明
日
へ
鹿
児
島
大
学
病
院

特集 新型コロナウイルス感染症を巡る

鹿児島大学病院の取り組み
〜地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと〜

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

池
田
正
徳
教
授
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地域を
探究する

鹿児島大学
総合教育機構 高等教育研究開発センター 
［学位］修士（教育学）京都大学,2000年3月　　
［所属学会］日本高等教育学会、日本教育行政学会、日本
教育政策学会、日本教育経営学会
［研究テーマ］高等教育論、大学制度、学校設置者、専門
職養成 、産学・地域連携

出口 英樹（でぐち・ひでき） 准教授

出
口

　英
樹
准
教
授

「
地
域
リ
サ
ー
チ
実
習
」

（
高
度
共
通
教
育
科
目
）

総
合
教
育
機
構
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

課
題
解
決
へ
向
け
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
探
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、自
ら
立
て
た「
問
い
」に

対
し
、答
え
へ
の
手
掛
か
り
を
見
つ
け
る
た
め
の

旅
の
一
歩
だ
。

　「地
域
に
出
て
行
き
、地
域
の
人
の
話
を
聞

く
。口
調
や
表
情
を
見
な
が
ら
、直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、地
域
の
情
報
に
我
が
事
と
し
て
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
」。座
学
で
は
得
ら
れ
な
い
も

の
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
得
て
ほ
し
い
、と

出
口
英
樹
先
生
。昨
年
に
引
き
続
き
、フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
実
施
は
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、緊

急
事
態
宣
言
等
の
解
除
を
受
け
、実
施
を
決
断
、

周
到
に
準
備
し
た
。「
１
泊
２
日
で
得
ら
れ
る
情

報
は
そ
う
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、町

を
歩
い
て
、感
じ
て
、会
話
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
を
大
切
に
、次
へ
つ
な
げ

て
く
だ
さ
い
」。出
口
先
生
は
、学
生
に
呼
び
か

け
た
。

　３
年
生
に
感
想
を
聞
く
と
、「
本
当
の
〝
資

料
〞に
出
合
い
、自
分
で
調
べ
た
時
は
自
分
が
知

り
た
い
情
報
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
い
た
の
で
、持
ち
帰
っ
て
考
え
直
し
た
い
。地

域
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た（
法
文
学
部
有
馬
沙
紀
さ
ん
）」、「
商
店
街

で
大
島
紬
商
品
の
変
遷
を
リ
サ
ー
チ
し
ま
し

た
。2
0
年
ほ
ど
前
か
ら
小
物
類
の
販
売
も
始

ま
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た（
同
学
部
福
山
ひ

ま
り
さ
ん
）」、「
テ
ー
マ
は
〝
伝
承
〞で
す
。織
り

子
さ
ん
が
少
な
く
な
り
、反
物
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
聞
き
、後
継
者
の
育
成
は
課
題
な
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。他
の
伝
統
産
業
の
こ
と
も

調
べ
て
比
べ
た
い（
同
学
部
早
﨑
梨
沙
さ
ん
）」。

動
画
を
撮
影
し
て
い
た
宮
崎
出
身
の
武
田
夏
実

さ
ん（
同
学
部
）は「
駅
や
売
店
で
P
R
で
き
る

短
編
動
画
を
作
っ
て
み
た
い
。宮
崎
出
身
で
す

が
、授
業
を
通
し
て
鹿
児
島
を
好
き
に
な
り
ま

し
た
」。２
年
生
の
大
杉
直
生
さ
ん（
同
学
部
）は

「
来
年
も
引
き
続
き
受
講
し
て
学
び
を
深
め
た

い
」と
、撮
影
し
た
街
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
笑

顔
を
見
せ
た
。授
業
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
出
口
先

生
は「
授
業
で
は
大
島
紬
や
安
納
芋
を
〝
手
掛

か
り
〞と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す

が
、学
生
た
ち
を
大
島
紬
や
安
納
芋
の
専
門
家

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。そ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
教
材
で
あ
り
、学
生
た
ち
に
は
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
汎
用
的
な
リ
サ
ー
チ
能
力
を
身

に
着
け
て
も
ら
い
た
い
」と
、総
括
し
た
。

　
鹿
児
島
大
学
に
お
け
る「
学
士
の
質
保
証
」

「
共
通
教
育
の
実
質
化・高
度
化
」そ
し
て「
学
士

た
る
地
域
人
材
の
育
成
」を
担
う
拠
点
と
し
て

2
0
1
7
年
度
に
設
置
さ
れ
た
総
合
教
育
機
構

で
は
、2
0
1
4
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科

学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事

業
）」及
び
2
0
1
5
年
度
に
採
択
さ
れ
た「
地

（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
+
事
業
）」の
教
育
面
を
継
承
す
る「
地

域
人
材
育
成
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」を
展
開

し
て
い
る
。全
新
入
生

の
必
修
科
目「
大
学
と

地
域
」を
土
台
に
、か

ご
し
ま
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、か
ご

し
ま
地
域
リ
サ
ー
チ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
、か
ご
し

ま
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

る
。今
号
で
は
、か
ご
し

ま
地
域
リ
サ
ー
チ・プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る「
地
域
リ
サ
ー
チ
実
習
」と

し
て
、10
月
末
に
実
施
さ
れ
た
奄
美
大
島
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
模
様
を
ご
紹
介
す
る
。

「
泥
に
鉄
分
が
な
い
と
染
ま
り
ま
せ
ん
。ア
サ

ゴ
ロ
と
い
う
鉄
分
の
出
る
葉
っ
ぱ
を
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。揉
ん
で
、空
気
に
触
れ
さ
せ
る
。

そ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
」。緑
あ
ふ
れ
る
奄
美
大

島
の
里
山
の
中
で
、職
人
さ
ん
の
指
導
の
下
、学

生
は
代
わ
る
代
わ
る
泥
田
に
入
り
、大
島
紬
の

工
程
の
一
つ
で
あ
る
泥
染
め
を
体
験
。ぬ
か
る
み

に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、シ
ャ
リ
ン
バ
イ
と
泥

に
よ
る
色
の
変
化
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　今
回
、奄
美
大
島
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
は
、「
地
域
リ
サ
ー
チ・ト
ラ
イ
ア
ル
」（
2
年
生

対
象
）の
受
講
生
5
人
と
、「
地
域
リ
サ
ー
チ
実

習
」（
3
年
生
対
象
）の
受
講
生
4
人
、計
9
人
の

学
生
が
参
加
し
た
。こ
の
両
科
目
は
い
ず
れ
も

「
高
度
共
通
教
育
科
目
」で
あ
り
、前
者
は
座
学

中
心
の「
地
域
リ
サ
ー
チ・ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」

（
1
年
生
対
象
）で
の
学
び
を
実
際
の
地
域
で
試

し
て
み
る
科
目
、後
者
は「
地
域
リ
サ
ー
チ・ト

ラ
イ
ア
ル
」で
の
経
験
を
踏
ま
え
主
体
的
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
臨
む
科
目
だ
。今
年
度

の
リ
サ
ー
チ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、奄
美
大
島
と

種
子
島
。奄
美
大
島
を
選
ん
だ
学
生
は「
国
内
に

お
け
る
大
島
紬
の
適
正
取
引
」、種
子
島
を
選
ん

だ
学
生
は「
安
納
芋
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
の
下
、各
自
テ
ー
マ
を
絞
り
、

潜入ルポ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
意
義

大
き
な
収
穫

奄
美
大
島
で
泥
染
め
体
験

大島紬染色体験および講話提供など奄美大島での
フィールドワークにご協力いただいた原絹織物（名瀬
鳩浜町）の職人さんの指導の下、泥染めを体験

地域リサーチ修了演習

地域リサーチ実習事前演習

地域リサーチ実習探求力科目
（学部専門科目等）

地域リサーチ・トライアル

大学と地域

地域リサーチ・スタートアップ地域志向科目

「かごしま地域リサーチ・プログラム」カリキュラム図
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地域を
探究する

鹿児島大学
総合教育機構 高等教育研究開発センター 
［学位］修士（教育学）京都大学,2000年3月　　
［所属学会］日本高等教育学会、日本教育行政学会、日本
教育政策学会、日本教育経営学会
［研究テーマ］高等教育論、大学制度、学校設置者、専門
職養成 、産学・地域連携

出口 英樹（でぐち・ひでき） 准教授

出
口

　英
樹
准
教
授

「
地
域
リ
サ
ー
チ
実
習
」

（
高
度
共
通
教
育
科
目
）

総
合
教
育
機
構
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

課
題
解
決
へ
向
け
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
探
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、自
ら
立
て
た「
問
い
」に

対
し
、答
え
へ
の
手
掛
か
り
を
見
つ
け
る
た
め
の

旅
の
一
歩
だ
。

　「地
域
に
出
て
行
き
、地
域
の
人
の
話
を
聞

く
。口
調
や
表
情
を
見
な
が
ら
、直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、地
域
の
情
報
に
我
が
事
と
し
て
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
」。座
学
で
は
得
ら
れ
な
い
も

の
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
得
て
ほ
し
い
、と

出
口
英
樹
先
生
。昨
年
に
引
き
続
き
、フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
実
施
は
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、緊

急
事
態
宣
言
等
の
解
除
を
受
け
、実
施
を
決
断
、

周
到
に
準
備
し
た
。「
１
泊
２
日
で
得
ら
れ
る
情

報
は
そ
う
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、町

を
歩
い
て
、感
じ
て
、会
話
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
を
大
切
に
、次
へ
つ
な
げ

て
く
だ
さ
い
」。出
口
先
生
は
、学
生
に
呼
び
か

け
た
。

　３
年
生
に
感
想
を
聞
く
と
、「
本
当
の
〝
資

料
〞に
出
合
い
、自
分
で
調
べ
た
時
は
自
分
が
知

り
た
い
情
報
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
い
た
の
で
、持
ち
帰
っ
て
考
え
直
し
た
い
。地

域
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た（
法
文
学
部
有
馬
沙
紀
さ
ん
）」、「
商
店
街

で
大
島
紬
商
品
の
変
遷
を
リ
サ
ー
チ
し
ま
し

た
。2
0
年
ほ
ど
前
か
ら
小
物
類
の
販
売
も
始

ま
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た（
同
学
部
福
山
ひ

ま
り
さ
ん
）」、「
テ
ー
マ
は
〝
伝
承
〞で
す
。織
り

子
さ
ん
が
少
な
く
な
り
、反
物
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
聞
き
、後
継
者
の
育
成
は
課
題
な
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。他
の
伝
統
産
業
の
こ
と
も

調
べ
て
比
べ
た
い（
同
学
部
早
﨑
梨
沙
さ
ん
）」。

動
画
を
撮
影
し
て
い
た
宮
崎
出
身
の
武
田
夏
実

さ
ん（
同
学
部
）は「
駅
や
売
店
で
P
R
で
き
る

短
編
動
画
を
作
っ
て
み
た
い
。宮
崎
出
身
で
す

が
、授
業
を
通
し
て
鹿
児
島
を
好
き
に
な
り
ま

し
た
」。２
年
生
の
大
杉
直
生
さ
ん（
同
学
部
）は

「
来
年
も
引
き
続
き
受
講
し
て
学
び
を
深
め
た

い
」と
、撮
影
し
た
街
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
笑

顔
を
見
せ
た
。授
業
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
出
口
先

生
は「
授
業
で
は
大
島
紬
や
安
納
芋
を
〝
手
掛

か
り
〞と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す

が
、学
生
た
ち
を
大
島
紬
や
安
納
芋
の
専
門
家

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。そ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
教
材
で
あ
り
、学
生
た
ち
に
は
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
汎
用
的
な
リ
サ
ー
チ
能
力
を
身

に
着
け
て
も
ら
い
た
い
」と
、総
括
し
た
。

　
鹿
児
島
大
学
に
お
け
る「
学
士
の
質
保
証
」

「
共
通
教
育
の
実
質
化・高
度
化
」そ
し
て「
学
士

た
る
地
域
人
材
の
育
成
」を
担
う
拠
点
と
し
て

2
0
1
7
年
度
に
設
置
さ
れ
た
総
合
教
育
機
構

で
は
、2
0
1
4
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科

学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事

業
）」及
び
2
0
1
5
年
度
に
採
択
さ
れ
た「
地

（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
+
事
業
）」の
教
育
面
を
継
承
す
る「
地

域
人
材
育
成
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」を
展
開

し
て
い
る
。全
新
入
生

の
必
修
科
目「
大
学
と

地
域
」を
土
台
に
、か

ご
し
ま
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、か
ご

し
ま
地
域
リ
サ
ー
チ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
、か
ご
し

ま
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

る
。今
号
で
は
、か
ご
し

ま
地
域
リ
サ
ー
チ・プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る「
地
域
リ
サ
ー
チ
実
習
」と

し
て
、10
月
末
に
実
施
さ
れ
た
奄
美
大
島
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
模
様
を
ご
紹
介
す
る
。

「
泥
に
鉄
分
が
な
い
と
染
ま
り
ま
せ
ん
。ア
サ

ゴ
ロ
と
い
う
鉄
分
の
出
る
葉
っ
ぱ
を
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。揉
ん
で
、空
気
に
触
れ
さ
せ
る
。

そ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
」。緑
あ
ふ
れ
る
奄
美
大

島
の
里
山
の
中
で
、職
人
さ
ん
の
指
導
の
下
、学

生
は
代
わ
る
代
わ
る
泥
田
に
入
り
、大
島
紬
の

工
程
の
一
つ
で
あ
る
泥
染
め
を
体
験
。ぬ
か
る
み

に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、シ
ャ
リ
ン
バ
イ
と
泥

に
よ
る
色
の
変
化
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　今
回
、奄
美
大
島
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
は
、「
地
域
リ
サ
ー
チ・ト
ラ
イ
ア
ル
」（
2
年
生

対
象
）の
受
講
生
5
人
と
、「
地
域
リ
サ
ー
チ
実

習
」（
3
年
生
対
象
）の
受
講
生
4
人
、計
9
人
の

学
生
が
参
加
し
た
。こ
の
両
科
目
は
い
ず
れ
も

「
高
度
共
通
教
育
科
目
」で
あ
り
、前
者
は
座
学

中
心
の「
地
域
リ
サ
ー
チ・ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」

（
1
年
生
対
象
）で
の
学
び
を
実
際
の
地
域
で
試

し
て
み
る
科
目
、後
者
は「
地
域
リ
サ
ー
チ・ト

ラ
イ
ア
ル
」で
の
経
験
を
踏
ま
え
主
体
的
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
臨
む
科
目
だ
。今
年
度

の
リ
サ
ー
チ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、奄
美
大
島
と

種
子
島
。奄
美
大
島
を
選
ん
だ
学
生
は「
国
内
に

お
け
る
大
島
紬
の
適
正
取
引
」、種
子
島
を
選
ん

だ
学
生
は「
安
納
芋
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
の
下
、各
自
テ
ー
マ
を
絞
り
、

潜入ルポ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
意
義

大
き
な
収
穫

奄
美
大
島
で
泥
染
め
体
験

大島紬染色体験および講話提供など奄美大島での
フィールドワークにご協力いただいた原絹織物（名瀬
鳩浜町）の職人さんの指導の下、泥染めを体験

地域リサーチ修了演習

地域リサーチ実習事前演習

地域リサーチ実習探求力科目
（学部専門科目等）

地域リサーチ・トライアル

大学と地域

地域リサーチ・スタートアップ地域志向科目

「かごしま地域リサーチ・プログラム」カリキュラム図
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部
、感
染
制
御
部
に
は
当
初
か
ら

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、

今
も
大
学
に
は
足
を
向
け
て
寝
ら

れ
ま
せ
ん
」

　組
織
の
先
頭
に
立
ち
、道
を
切

り
開
い
て
き
た
力
の
源
を
聞
く

と「
私
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

す
れ
ば
、人
の
力
を
信
じ
ら
れ
る

と
こ
ろ
。一
人
だ
と
頑
張
っ
て
も

1.1
人
分
く
ら
い
。で
も
、み
ん
な

で
や
る
と
想
定
外
の
事
が
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
経
験
か
ら

実
感
し
て
い
ま
す
」と
の
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。学
生
時
代
、

同
期
や
先
輩
・
後
輩
と
力
を
合
わ

せ
て
学
祭
な
ど
を
成
し
遂
げ
た

体
験
が
基
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
力
を
出
し
合
っ
て
、と

こ
と
ん
話
し
合
い
、試
し
て
、ダ

メ
な
ら
別
の
方
法
を
考
え
る
。す

る
と
、い
つ
し
か
ハ
ー
ド
ル
を
超

え
て
い
る
も
の
で
す
」。自
由
な

立
場
の
学
生
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
と
い
う
先
輩
か
ら
の

エ
ー
ル
と
併
せ
て
、６
波
を
招
か

な
い
よ
う
一
人
一
人
が
学
び
を
生

か
し
感
染
防
止
へ
の
意
識
を
高

め
て
ほ
し
い
、と
保
健
師
と
し
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

　揺
る
ぎ
な
い
姿
勢
の
背
景
に

は
、鹿
児
島
市
の
迅
速
か
つ
臨
機

応
変
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
こ

と
を
𠮷
住
さ
ん
は
明
か
し
ま
す
。

「
市
長
・
副
市
長
を
は
じ
め
各
部

署
や
市
立
病
院
、消
防
局
の
協
力

の
下
、県
や
医
師
会
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、昨
年
の
初
頭
に
は

検
査
・
診
療
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
し
た
」。新
型
ウ
イ
ル
ス
が

引
き
起
こ
す
病
気
に
対
す
る
警
戒

感
の
中
で
の
協
力
体
制
づ
く
り

は
、ま
さ
に
手
探
り
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。「
医
療
機
関
に
一
軒
ず
つ

足
を
運
び
、協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。寒
い
夜
に
外
回
り
を
し
て

い
る
と
、こ
こ
ま
で
頑
張
る
必
要

が
あ
る
の
か
し
ら
、と
思
う
日
も

あ
り
ま
し
た
」と
、振
り
返
り
ま

す
。地
道
な
取
り
組
み
の
結
果
、

徐
々
に
協
力
体
制
も
整
い
、県
内

初
の
感
染
が
発
生
し
た
時
に
は
、

鹿
児
島
市
の
検
査
・
診
療
体
制
は

ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
お
り
、そ
の
後

の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
迅
速
な

収
束
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
こ
こ

ま
で
充
実
し
た
連
携
体
制
が
で
き

て
い
る
自
治
体
は
他
に
な
い
、と

厚
労
省
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
に
も

驚
か
れ
た
ん
で
す
。鹿
大
の
検
査

児
島
市
保
健
所
の
職
員
と

し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
奔
走
し
て

き
た
𠮷
住
嘉
代
子
さ
ん
は
、本
学

保
健
学
科（
旧
医
学
部
附
属
保
健

婦
学
校
）の
卒
業
生
で
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で
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の
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や
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の
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に
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る
子
ど
も
た
ち
の
支
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に
当

た
る
ほ
か
、市
職
員
の
健
康
管
理

な
ど
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。昨

年
度
、新
設
さ
れ
た「
こ
ど
も
未

来
局
」の
次
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
対
策
に
継
続
し
て
従

事
す
る
た
め
、保
健
所
参
事
を
併

任
。感
染
が
広
が
る
と
記
者
会
見

に
も
度
々
臨
み
、情
報
発
信
を
行

い
ま
し
た
。感
染
者
に
つ
い
て
、

詳
細
な
行
動
歴
の
発
表
を
報
道

陣
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、当
事
者
の
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イ

バ
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ー
保
護
に
重
き
を
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く
姿

勢
を
一
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ハ
ン
セ
ン
病
や
エ
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ズ
な
ど
の
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史
を
見
て
も
、感
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症
に
は
偏
見
や
差
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が
つ
き
も

の
で
す
。病
気
の
せ
い
で
中
傷
さ

れ
た
り
、追
い
込
ま
れ
た
り
す
る

人
を
出
し
て
は
い
け
な
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、と
い

う
の
が
市
の
ポ
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ー
で
す
」

鹿
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部
、感
染
制
御
部
に
は
当
初
か
ら

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、

今
も
大
学
に
は
足
を
向
け
て
寝
ら

れ
ま
せ
ん
」

　組
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の
先
頭
に
立
ち
、道
を
切

り
開
い
て
き
た
力
の
源
を
聞
く

と「
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に
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こ
ろ
が
あ
る
と

す
れ
ば
、人
の
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を
信
じ
ら
れ
る
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こ
ろ
。一
人
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と
頑
張
っ
て
も

1.1
人
分
く
ら
い
。で
も
、み
ん
な

で
や
る
と
想
定
外
の
事
が
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
経
験
か
ら

実
感
し
て
い
ま
す
」と
の
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。学
生
時
代
、

同
期
や
先
輩
・
後
輩
と
力
を
合
わ

せ
て
学
祭
な
ど
を
成
し
遂
げ
た

体
験
が
基
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
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ん
な
の
力
を
出
し
合
っ
て
、と

こ
と
ん
話
し
合
い
、試
し
て
、ダ

メ
な
ら
別
の
方
法
を
考
え
る
。す

る
と
、い
つ
し
か
ハ
ー
ド
ル
を
超

え
て
い
る
も
の
で
す
」。自
由
な

立
場
の
学
生
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
と
い
う
先
輩
か
ら
の

エ
ー
ル
と
併
せ
て
、６
波
を
招
か

な
い
よ
う
一
人
一
人
が
学
び
を
生

か
し
感
染
防
止
へ
の
意
識
を
高

め
て
ほ
し
い
、と
保
健
師
と
し
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
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る
ぎ
な
い
姿
勢
の
背
景
に

は
、鹿
児
島
市
の
迅
速
か
つ
臨
機

応
変
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
こ

と
を
𠮷
住
さ
ん
は
明
か
し
ま
す
。

「
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・
副
市
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は
じ
め
各
部
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局
の
協
力
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医
師
会
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、昨
年
の
初
頭
に
は

検
査
・
診
療
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
し
た
」。新
型
ウ
イ
ル
ス
が

引
き
起
こ
す
病
気
に
対
す
る
警
戒

感
の
中
で
の
協
力
体
制
づ
く
り

は
、ま
さ
に
手
探
り
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。「
医
療
機
関
に
一
軒
ず
つ

足
を
運
び
、協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。寒
い
夜
に
外
回
り
を
し
て

い
る
と
、こ
こ
ま
で
頑
張
る
必
要

が
あ
る
の
か
し
ら
、と
思
う
日
も

あ
り
ま
し
た
」と
、振
り
返
り
ま

す
。地
道
な
取
り
組
み
の
結
果
、

徐
々
に
協
力
体
制
も
整
い
、県
内

初
の
感
染
が
発
生
し
た
時
に
は
、

鹿
児
島
市
の
検
査
・
診
療
体
制
は

ほ
ぼ
整
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さ
れ
て
お
り
、そ
の
後

の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
迅
速
な

収
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に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
こ
こ
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充
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し
た
連
携
体
制
が
で
き

て
い
る
自
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体
は
他
に
な
い
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厚
労
省
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
に
も
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が
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に
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が
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安
卓
滋
先
生
の
研
究
室
で

は
、水
銀
や
ヒ
素
、セ
レン
な

ど
、環
境
中
に
存
在
す
る
微
量
元

素
の
挙
動
に
関
す
る
研
究
を
進
め

てい
る
。国
内
の
主
な
フィ
ー
ル
ド
は
、

人
為
的
な
水
銀
汚
染
の
履
歴
を
持

つ
水
俣
湾
や
八
代
海
、火
山
性
噴

出
物
の
影
響
が
み
ら
れ
る
鹿
児
島

湾
。さ
ら
に
ア
ジ
ア
、南
米
な
ど
発

展
途
上
国
で
の
水
銀
利
用
に
関
す

る
調
査・分
析
に
も
継
続
的
に
携

わ
り
、知
見
を
基
に
し
た
啓
発
に
も

力
を
入
れ
る
。元
素
の
探
究
を
通

し
て
人
と
環
境
の
関
係
を
見
つ
め

る
、分
析
化
学
者
か
ら
の
メッセ
ー
ジ

を
伺っ
た
。

　「
今
も
水
俣
湾
に
は
水
銀
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」。

かつ
て
高
濃
度
の
メ
チ
ル
水
銀
に
よっ

て
汚
染
さ
れ
た
水
俣
湾
は
、

1
9
7
6
年
か
ら
14
年
の
歳
月
を

か
け
て
浚
渫
※
さ
れ
、1
9
9
0
年

に
は
熊
本
県
知
事
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

宣
言
が
出
さ
れ
た
。だ
が
現
在
も
、

水
俣
湾
、袋
湾
の
海
底
の
泥
に
、１

ト
ン
近
く
の
水
銀
が
残
留
し
てい
る

こ
と
を
冨
安
先
生
は
指
摘
す
る
。

発
展
途
上
に
あ
る
国
々
で
は
、小

規
模
な
金
採
掘
現
場
で
水
銀
が

使
用
さ
れ
る
現
状
が
あ
る
。他
金

属
と
合
金
を
作
る
水
銀
の
性
質

を
利
用
し
た
アマル
ガ
ム（
合
金
）法

は
、複
雑
な
装
置
や
手
法
を
必
要

と
せ
ず
、安
価
で
金
を
採
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
だ
。「
イン
ド
ネ
シ
ア
の

あ
る
村
で
、アマル
ガ
ム
を
バー
ナ
ー

で
熱
し
てい
る
作
業
小
屋
の
隣
の

家
で
48
時
間
大
気
中
水
銀
濃
度

を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、平
均
３
千

数
百
ng（
ナノ
グ
ラ
ム
）／
㎥
に
も

な
り
、日
本
の
健
康
リ
ス
ク
低
減

の
指
針
値
40
ng
／
㎥（
年
平
均
）

と
比
較
し
て
約
1
0
0
倍
の
値
で

し
た
」。多
く
の
発
展
途
上
国
で
同

じ
よ
う
な
手
法
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、健
康
や
環
境への
影
響
が
懸

念
さ
れ
てい
る
。「
政
府
や
N
P
O

な
ど
各
国
の
取
り
組
み
が
必
要

な
の
で
す
が
、そ
の
た
め
に
は
、生
活

者
の
視
点
に
立っ
た
き
め
細
か
な

支
援
と
、根
拠
と
な
る
観
測
デ
ー

タ
の
両
輪
の
提
供
が
不
可
欠
で

す
」。国
内
外
を
問
わ
ず
、調
査
研

究
で
得
た
情
報
を
社
会
に
還
元

す
る
こ
と
は
、水
銀
を
扱
う
分
析

化
学
者
と
し
て
の
役
割
、と
冨
安

先
生
は
使
命
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

人
為
的
、

局
所
的
に
高

濃
度
の
状
態
を
作

り
出
し
た
と
い
う
こ
と
。

高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
魚
介

類
を
摂
取
し
た
こ
と
が
、深
刻
な
健

康
被
害
を
生
ん
でし
まった
の
で
す
」

　
も
と
も
と
水
銀
は
自
然
界
に
存

在
す
る
た
め
、魚
介
類
は
食
物
連
鎖

の
過
程
で
体
内
に
水
銀
を
蓄
積
す

る
。だ
か
ら
といって
魚
食
を一切
や
め

る
、と
い
う
の
は「
思
考
停
止
状
態
」

と
、冨
安
先
生
。「
お
酒
や
た
ば
こ
、肉

食
も
程
度
に
よって
は
有
害
に
な
り

ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
許
容
範
囲
で

あ
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。魚
に
は
、

良
質
な
タ
ンパ
ク
質
を
は
じ
め
健
康

に
不
可
欠
な
栄
養
素
が
豊
富
で
、食

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。魚

種
に
よって
は
妊
娠
中
な
ど
注
意
が

必
要
な
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、正
し

い
知
識
の
基
で
、自
ら
考
え
る
姿
勢

を
持
っ
て
ほ
し
い
」。市
民
向
け
の

講
演
会
な
ど
を
通
じ
、研
究
で
得

た
情
報
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
に

も
力
を
入
れ
る
。

　
水
俣
病
の
教
訓
か
ら
、先
進
国
で

の
水
銀
使
用
は
低
減
し
てい
る
反
面
、

か
、生
態

系
や
人
に
ど
の
程

度
の
影
響
を
与
え
る
の
か
、き
ち
ん

と
評
価
で
き
て
い
れ
ば
、そ
れ
は一つ

の
情
報
に
な
り
ま
す
」

　「
水
俣
病
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
忌
み
嫌

わ
れ
が
ち
で
す
が
、水
銀
は
、周
期
表

に
も
載ってい
る
。地
球
に
人
類
が
出

現
す
る
以
前
か
ら
環
境
中
に
存
在

す
る
物
質
で
す
」。火
山
活
動
や
温

泉
か
ら
も
噴
出
し
、少
し
前
ま
で
は

国
内
で
も
蛍
光
灯
や
体
温
計
な
ど

に
利
用
さ
れ
てい
た
。た
だ
、さ
ま
ざ

ま
な
化
学
形
を
と
る
水
銀
は
、そ
の

化
学
形
に
よって
大
き
く
毒
性
が
異

な
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。「
水
俣
で

起
こっ
た
こ
と
は
、本
来
、環
境
中
に

そ
れ
ほ
ど
存
在
し
ないメ
チル
水
銀
を

工
業
的
副
産
物
と
し
て
大
量
に
作

り
出
し
、環
境
中
に
垂
れ
流
し
た
。

「
も
ち
ろ
ん
現
在
は
、国
の
暫
定
除

去
基
準
値
で
あ
る
25
㎎
／
㎏
よ
り

低
い
値
に
な
っ
て
お
り
、健
康
被
害

が
起
こ
る
レベル
で
は
な
い
と
断
言
で

き
る
。そ
れ
で
も
存
在
す
る
こ
と
は

事
実
で
、水
銀
を
含
む
泥
は
、今
も

移
動
し
続
け
て
い
る
こ
と
も
分
かっ

て
い
ま
す
。生
態
系
への
影
響
な
ど
、

今
後
も
注
視
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
」。20
年
以
上
に
わ
た
り
現
地へ

通
っ
て
観
測
を
継
続
す
る
冨
安
先

生
は
、環
境
に
関
す
る
追
跡
調
査
の

重
要
性
を
説
く
。

　「
今
も
水
銀
が
あ
る
こ
と
を
水
俣

の
方
々
に
話
す
と
、不
安
な
表
情
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
す
が
、

無
い
と
さ
れ
てい
た
も
の
が
、実
は
高

レベル
で
存
在
し
てい
た
と
後
に
明
か

さ
れ
る
方
が
大
き
な
ダメ
ー
ジ
。ど
れ

く
ら
い
の
水
銀
が
残
留
し
て
い
る
の

冨

Scholar Interview

研究室から

1989年3月 鹿児島大学大学院理学研究科化学専攻修了（理学修士）、1989年4月 理学部化学科助手、1999
年3月 理学部化学科助教授（その後学部改組で地球環境科学科助教授）、2006年5月 理学部地球環境科学科 
教授、2009年4月 理工学研究科地球環境科学専攻 教授（組織改編）、2015年4月 理工学域理学系 地球環境
科学専攻　教授（組織改編）、2020年4月 理工学域理学系 理学専攻化学プログラム教授（組織改編）
学位：1998年3月　博士（理学）筑波大学
■所属学会：日本地球化学会、日本化学会、日本分析化学会
■研究テーマ：○水銀 ○反応速度 ○微量分析

冨安　卓滋（とみやす・たかし）Profile

履
歴
に
基
づ
き
、未
来
を
見
る

大
学
院
理
工
学
研
究
科

大
学
院
理
工
学
研
究
科

冨
安

卓
滋
教
授

水産学部練習船を使った鹿児島湾での
定点水銀調査。海底の泥を柱状に採取
し船上で分割処理を行う

インドネシアの金精錬作業所での観
測。アマルガムを熱して水銀を気化さ
せる室内には高濃度の水銀が漂う

水銀、ヒ素など環境中に存在する微量元素の状態を知る

～社会の課題解決の基礎をつくる分析化学の使命～
※水俣湾からの汚染魚の流出を防ぐため1974（昭和49）年、熊本県は仕切網を設置し、その後23年にわたって汚染魚の除去作業が行われ487ｔもの魚が処分された。さらに
海底にたまった水銀を含む汚泥を取り除いて埋め立てる工事を485億円かけて行った。1990（平成2）年、工事は終了し、58.2ha東京ドーム約13.5個分）の広い埋立地が完
成。現在は、環境と健康をテーマにした”エコパーク水俣”として整備されている。

人
の
出
現
以
前
か
ら

存
在
す
る
も
の

在
る
も
の
を
、無
い
も
の

に
す
る
こ
と
の
危
う
さ

し
ゅ
ん
せ
つ
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安
卓
滋
先
生
の
研
究
室
で

は
、水
銀
や
ヒ
素
、セ
レン
な

ど
、環
境
中
に
存
在
す
る
微
量
元

素
の
挙
動
に
関
す
る
研
究
を
進
め

てい
る
。国
内
の
主
な
フィ
ー
ル
ド
は
、

人
為
的
な
水
銀
汚
染
の
履
歴
を
持

つ
水
俣
湾
や
八
代
海
、火
山
性
噴

出
物
の
影
響
が
み
ら
れ
る
鹿
児
島

湾
。さ
ら
に
ア
ジ
ア
、南
米
な
ど
発

展
途
上
国
で
の
水
銀
利
用
に
関
す

る
調
査・分
析
に
も
継
続
的
に
携

わ
り
、知
見
を
基
に
し
た
啓
発
に
も

力
を
入
れ
る
。元
素
の
探
究
を
通

し
て
人
と
環
境
の
関
係
を
見
つ
め

る
、分
析
化
学
者
か
ら
の
メッセ
ー
ジ

を
伺っ
た
。

　「
今
も
水
俣
湾
に
は
水
銀
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」。

かつ
て
高
濃
度
の
メ
チ
ル
水
銀
に
よっ

て
汚
染
さ
れ
た
水
俣
湾
は
、

1
9
7
6
年
か
ら
14
年
の
歳
月
を

か
け
て
浚
渫
※
さ
れ
、1
9
9
0
年

に
は
熊
本
県
知
事
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

宣
言
が
出
さ
れ
た
。だ
が
現
在
も
、

水
俣
湾
、袋
湾
の
海
底
の
泥
に
、１

ト
ン
近
く
の
水
銀
が
残
留
し
てい
る

こ
と
を
冨
安
先
生
は
指
摘
す
る
。

発
展
途
上
に
あ
る
国
々
で
は
、小

規
模
な
金
採
掘
現
場
で
水
銀
が

使
用
さ
れ
る
現
状
が
あ
る
。他
金

属
と
合
金
を
作
る
水
銀
の
性
質

を
利
用
し
た
アマル
ガ
ム（
合
金
）法

は
、複
雑
な
装
置
や
手
法
を
必
要

と
せ
ず
、安
価
で
金
を
採
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
だ
。「
イン
ド
ネ
シ
ア
の

あ
る
村
で
、アマル
ガ
ム
を
バー
ナ
ー

で
熱
し
てい
る
作
業
小
屋
の
隣
の

家
で
48
時
間
大
気
中
水
銀
濃
度

を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、平
均
３
千

数
百
ng（
ナノ
グ
ラ
ム
）／
㎥
に
も

な
り
、日
本
の
健
康
リ
ス
ク
低
減

の
指
針
値
40
ng
／
㎥（
年
平
均
）

と
比
較
し
て
約
1
0
0
倍
の
値
で

し
た
」。多
く
の
発
展
途
上
国
で
同

じ
よ
う
な
手
法
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、健
康
や
環
境への
影
響
が
懸

念
さ
れ
てい
る
。「
政
府
や
N
P
O

な
ど
各
国
の
取
り
組
み
が
必
要

な
の
で
す
が
、そ
の
た
め
に
は
、生
活

者
の
視
点
に
立っ
た
き
め
細
か
な

支
援
と
、根
拠
と
な
る
観
測
デ
ー

タ
の
両
輪
の
提
供
が
不
可
欠
で

す
」。国
内
外
を
問
わ
ず
、調
査
研

究
で
得
た
情
報
を
社
会
に
還
元

す
る
こ
と
は
、水
銀
を
扱
う
分
析

化
学
者
と
し
て
の
役
割
、と
冨
安

先
生
は
使
命
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

人
為
的
、

局
所
的
に
高

濃
度
の
状
態
を
作

り
出
し
た
と
い
う
こ
と
。

高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
魚
介

類
を
摂
取
し
た
こ
と
が
、深
刻
な
健

康
被
害
を
生
ん
でし
まった
の
で
す
」

　
も
と
も
と
水
銀
は
自
然
界
に
存

在
す
る
た
め
、魚
介
類
は
食
物
連
鎖

の
過
程
で
体
内
に
水
銀
を
蓄
積
す

る
。だ
か
ら
といって
魚
食
を一切
や
め

る
、と
い
う
の
は「
思
考
停
止
状
態
」

と
、冨
安
先
生
。「
お
酒
や
た
ば
こ
、肉

食
も
程
度
に
よって
は
有
害
に
な
り

ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
許
容
範
囲
で

あ
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。魚
に
は
、

良
質
な
タ
ンパ
ク
質
を
は
じ
め
健
康

に
不
可
欠
な
栄
養
素
が
豊
富
で
、食

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。魚

種
に
よって
は
妊
娠
中
な
ど
注
意
が

必
要
な
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、正
し

い
知
識
の
基
で
、自
ら
考
え
る
姿
勢

を
持
っ
て
ほ
し
い
」。市
民
向
け
の

講
演
会
な
ど
を
通
じ
、研
究
で
得

た
情
報
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
に

も
力
を
入
れ
る
。

　
水
俣
病
の
教
訓
か
ら
、先
進
国
で

の
水
銀
使
用
は
低
減
し
てい
る
反
面
、

か
、生
態

系
や
人
に
ど
の
程

度
の
影
響
を
与
え
る
の
か
、き
ち
ん

と
評
価
で
き
て
い
れ
ば
、そ
れ
は一つ

の
情
報
に
な
り
ま
す
」

　「
水
俣
病
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
忌
み
嫌

わ
れ
が
ち
で
す
が
、水
銀
は
、周
期
表

に
も
載ってい
る
。地
球
に
人
類
が
出

現
す
る
以
前
か
ら
環
境
中
に
存
在

す
る
物
質
で
す
」。火
山
活
動
や
温

泉
か
ら
も
噴
出
し
、少
し
前
ま
で
は

国
内
で
も
蛍
光
灯
や
体
温
計
な
ど

に
利
用
さ
れ
てい
た
。た
だ
、さ
ま
ざ

ま
な
化
学
形
を
と
る
水
銀
は
、そ
の

化
学
形
に
よって
大
き
く
毒
性
が
異

な
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。「
水
俣
で

起
こっ
た
こ
と
は
、本
来
、環
境
中
に

そ
れ
ほ
ど
存
在
し
ないメ
チル
水
銀
を

工
業
的
副
産
物
と
し
て
大
量
に
作

り
出
し
、環
境
中
に
垂
れ
流
し
た
。

「
も
ち
ろ
ん
現
在
は
、国
の
暫
定
除

去
基
準
値
で
あ
る
25
㎎
／
㎏
よ
り

低
い
値
に
な
っ
て
お
り
、健
康
被
害

が
起
こ
る
レベル
で
は
な
い
と
断
言
で

き
る
。そ
れ
で
も
存
在
す
る
こ
と
は

事
実
で
、水
銀
を
含
む
泥
は
、今
も

移
動
し
続
け
て
い
る
こ
と
も
分
かっ

て
い
ま
す
。生
態
系
への
影
響
な
ど
、

今
後
も
注
視
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
」。20
年
以
上
に
わ
た
り
現
地へ

通
っ
て
観
測
を
継
続
す
る
冨
安
先

生
は
、環
境
に
関
す
る
追
跡
調
査
の

重
要
性
を
説
く
。

　「
今
も
水
銀
が
あ
る
こ
と
を
水
俣

の
方
々
に
話
す
と
、不
安
な
表
情
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
す
が
、

無
い
と
さ
れ
てい
た
も
の
が
、実
は
高

レベル
で
存
在
し
てい
た
と
後
に
明
か

さ
れ
る
方
が
大
き
な
ダメ
ー
ジ
。ど
れ

く
ら
い
の
水
銀
が
残
留
し
て
い
る
の

冨

Scholar Interview

研究室から

1989年3月 鹿児島大学大学院理学研究科化学専攻修了（理学修士）、1989年4月 理学部化学科助手、1999
年3月 理学部化学科助教授（その後学部改組で地球環境科学科助教授）、2006年5月 理学部地球環境科学科 
教授、2009年4月 理工学研究科地球環境科学専攻 教授（組織改編）、2015年4月 理工学域理学系 地球環境
科学専攻　教授（組織改編）、2020年4月 理工学域理学系 理学専攻化学プログラム教授（組織改編）
学位：1998年3月　博士（理学）筑波大学
■所属学会：日本地球化学会、日本化学会、日本分析化学会
■研究テーマ：○水銀 ○反応速度 ○微量分析

冨安　卓滋（とみやす・たかし）Profile

履
歴
に
基
づ
き
、未
来
を
見
る

大
学
院
理
工
学
研
究
科

大
学
院
理
工
学
研
究
科

冨
安

卓
滋
教
授

水産学部練習船を使った鹿児島湾での
定点水銀調査。海底の泥を柱状に採取
し船上で分割処理を行う

インドネシアの金精錬作業所での観
測。アマルガムを熱して水銀を気化さ
せる室内には高濃度の水銀が漂う

水銀、ヒ素など環境中に存在する微量元素の状態を知る

～社会の課題解決の基礎をつくる分析化学の使命～
※水俣湾からの汚染魚の流出を防ぐため1974（昭和49）年、熊本県は仕切網を設置し、その後23年にわたって汚染魚の除去作業が行われ487ｔもの魚が処分された。さらに
海底にたまった水銀を含む汚泥を取り除いて埋め立てる工事を485億円かけて行った。1990（平成2）年、工事は終了し、58.2ha東京ドーム約13.5個分）の広い埋立地が完
成。現在は、環境と健康をテーマにした”エコパーク水俣”として整備されている。

人
の
出
現
以
前
か
ら

存
在
す
る
も
の

在
る
も
の
を
、無
い
も
の

に
す
る
こ
と
の
危
う
さ

し
ゅ
ん
せ
つ
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の
タ
ネ

Needs

Seeds

取り組み事例

学
術
研
究
院
理
工
学
域
工
学
系

　機
械
工
学
専
攻

熊
澤
典
良
准
教
授

第 八 回

appeal point

appeal point

実機の設計から制御理論の開発まで、幅広いテーマを研究しています。例えば、新しく
開発された制御理論の応用研究を行う場合、制御理論を実際の機器に組み込み、向
上した性能や動作の安定性について評価・検討・考察します

研究で得た幅広い知見を生かし、生活者の視点に立ち、社会のさまざまなニーズに応
え、課題解決に有意義な実践的アイディアを創出。AIを活用したプログラム開発から
IoTによる運用に至るまで、さまざまな共同研究を手がけています。

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

　学
食
で
の
感
染
症
対
策
と
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、郡
元

キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
食
堂
の
混
雑
状
況

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
す
る

「
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
。

2
0
2
0
年
10
月
よ
り
運
用
が
始
ま

り
、鹿
児
島
大
学
生
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
店
頭
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
、1
分
ご
と
の
混
雑
状
況
・
予
測
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　食
堂
内
に
設
置
し
た
４
台
の
カ
メ

ラ
で
混
み
具
合
を
撮
影
。画
像
デ
ー
タ

を
基
に
、出
食
カ
ウ
ン
タ
ー
、会
計
レ

ジ
、テ
ー
ブ
ル
・
座
席
の
混
雑
状
況
を

可
視
化
す
る
仕
組
み
で
す
。人
の
写
っ

た
画
像
を
A
I
に
よ
っ
て
数
値
化
す

る
こ
と
で
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
が
可
能
に
な
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
迅
速
な
情
報
発
信
を
実
現
し

ま
し
た
。室
内
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を

測
定
し
、基
準
値
を
超
え
る
と
換
気
を

促
す
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
る
仕
組
み
も
備

え
て
い
ま
す
。

　混
み
具
合
が
見
え
る
化
さ
れ
た
こ

と
で
、学
生
は
、食
堂
が
集
中
す
る
時

間
帯
を
避
け
て
利
用
し
た
り
、他
店

を
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
、混
雑
を

回
避
す
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。一
方
、食
堂
ス
タ
ッ
フ
は
、

混
雑
状
況
に
応
じ
て
人
員
を
配
置

し
、レ
ジ
を
開
け
た
り
、早
め
の
退
席

を
呼
び
か
け
た
り
す
る
な
ど
、早
め

に
混
雑
解
消
の
対
策
を
取
る
が
で
き

ま
す
。サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
と
い

う
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　導
入
か
ら
お
よ
そ
１
年
間
が
た

ち
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、混

雑
を
予
測
す
る
精
度
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。2
0
2
1
年
夏
に
は
、教
育
学

部
の
食
堂
や
売
店
に
も
導
入
さ
れ
ま

し
た
。今
後
、気
温
な
ど
の
デ
ー
タ
も

予
測
に
取
り
込
み
、生
協
で
は
食
材

の
仕
入
れ
な
ど
の
調
整
に
活
用
す
る

方
針
で
す
。

研究の特徴

期待される成果

【学食の混雑情報提供システムの開発と供用】

【感染症対策と利用者サービス向上】

感
染
症
対
策
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
す
る

学
食
の
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
開
発

〜
Io
T
や
A
I
を
活
用
し
て
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む
〜
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　「〇
〇
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何

を
す
れ
ば
良
い
の
か
？
」と
い
う
問
い

を
解
決
す
る
た
め
に
は「
何
を
測
定

し
、測
定
し
た
デ
ー
タ
を
保
存
し
、

デ
ー
タ
を
ど
う
料
理
す
る
の
か
」と

いっ
た
筋
道
と
、ア
イ
ディ
ア
を
具
現
化
す
る
知
識
、技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、物
理
、電
気
、機
械
、数
学

な
ど
幅
広
い
学
術
的
知
見
と
A
I
を
活
用
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
か
ら
I
o
T
に
よ
る
運
用
ま
で
、多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
手

が
け
て
い
ま
す
。 学

術
研
究
院
理
工
学
域
工
学
系
機
械
工
学
専
攻

熊
澤
典
良（
く
ま
ざ
わ・の
り
よ
し
）准
教
授

理
工
学
研
究
科
修
士
２
年

吉
野  

陽（
よ
し
の・
あ
き
ら
）さ
ん

学
食
の
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
開
発
を
中
心
的
に
進
め
た

　混
雑
情
報
シ
ス
テ
ム
制
作
に
取
り

掛
か
っ
て
半
年
後
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
拡
大
し
て
き
た
の
で
、研
究
内
容

を
感
染
症
対
策
に
シ
フ
ト
し
て
進
め

ま
し
た
。利
用
者
の
混
雑
回
避
と
提

供
側
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
う
両
面
の
課
題
を
解
消
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、利
用

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
最
新
の
注
意
を
は
ら
い
ま
し
た
。

A
I
を
駆
使
す
る
こ
と
で
撮
影
し
た
画
像
を
グ
ラ
フ
や
数
値
な

ど
で
表
す
こ
と
が
で
き
、情
報
の
公
開
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

停
電
時
な
ど
に
エ
ラ
ー
が
出
な
い
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
スへ

の
対
応
も
こ
の
1
年
で
蓄
積
で
き
ま
し
た
。

　研
究
成
果
を
す
ぐ
実
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
回
の
研
究
成
果
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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セ
ー
ジ
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大
学
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

1
9
9
6
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
工
学
部
助
手

2
0
0
5
年
4
月
　現
職

※
米
国
U
C
バ
ー
ク
レ
ー
客
員
研
究
員（
2
0
1
2
年
）

学
術
的
知
見
を
社
会
へ
還
元

IoT による実習工場における教育支援の介入タイミングの検出
理工学研究科に設置された実習工場（地域コトづくりセンター中央実験工場）が保有する

種々の工作機械の稼働状況をIoTによって「見える化」しました。
　工場には本研究科の技術職員が配され、教育・研究の場として活用されているほか、学部
内外の実験装置や試料の製作に関する技術支援も行っています。並行して、地域コトづくりセ
ンターの拠点として、学内外の多岐にわたるニーズに貢献する技術支援が期待されています。
一定数の教職員で対応する中で、学生に対する教育支援および利用者の安全対策・事故予
防の質を維持する方策としてIoTを導入。デバイスによって計測した機械の稼働状況を収集
し、使用者の操作習熟度を自動判定し、教職員のスマートウオッチに通知するシステムを開発
しました。教育支援の介入タイミングが通知されることで、より行き届いた教育・技術支援が可
能になりました。

サトウキビ用ハーベスタIoT 情報システム
サトウキビ栽培を主産業とする地域（沖永良部島）のニーズに応えて、島内全域のハー

ベスタ（刈り取り収穫機）を、パソコンで一元的に管理できるIoT情報システムを開発しま
した。
　収穫期のサトウキビは高さ4mにも及び、広大なほ場で稼働するハーベスタの位置や作
業状況を確認することは困難な状況です。とくに機械の故障時や給油時、負傷・事故時等
には正確な位置情報が不可欠ですが、従来、人の経験と勘に頼らざるを得ない状況でし
た。世代交代の進む現在、作業の効率化と生産性の向上、安全面への配慮から、ハーベ
スタの位置情報と稼働状況を一元管理できるシステムが求められています。それらの地域
課題に応え、GPSセンサー、加速度センサーを組み込んだ通信モジュールをハーベスタに
装着し、パソコンで一元的に情報を把握することができるIoTシステムを開発しました。

視覚障がい者のためのジャイロモーメントによる走方向誘導装置
視覚障がい者が、ガイドランナーを伴わずに走ることを可能にするアシスト装置の開

発に取り組んでいます。ガイドランナー（伴走者）には、走者より優れた走力と細やかな
配慮が求められます。また、走者に合わせた日程調整等も求められることから、視覚障
がいのあるランナーにとってガイドランナーの獲得は大きな課題となっています。視覚障がい者が一人で競技に参加で
きることを目指し、腕や足に装着して推進力を付加する運動アシスト装置（特許取得済み）を応用した誘導装置を開発
しています。カーブのある400mの同一レーン上を正確に誘導することができるよう精度を高め、障がいの有無に関わら
ずスポーツを楽しむ機会をより広く提供することに貢献したいと考えています。

KADAI JOURNAL No.218 14



の
タ
ネ

Needs

Seeds

取り組み事例

学
術
研
究
院
理
工
学
域
工
学
系

　機
械
工
学
専
攻

熊
澤
典
良
准
教
授

第 八 回

appeal point

appeal point

実機の設計から制御理論の開発まで、幅広いテーマを研究しています。例えば、新しく
開発された制御理論の応用研究を行う場合、制御理論を実際の機器に組み込み、向
上した性能や動作の安定性について評価・検討・考察します

研究で得た幅広い知見を生かし、生活者の視点に立ち、社会のさまざまなニーズに応
え、課題解決に有意義な実践的アイディアを創出。AIを活用したプログラム開発から
IoTによる運用に至るまで、さまざまな共同研究を手がけています。

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

　学
食
で
の
感
染
症
対
策
と
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、郡
元

キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
食
堂
の
混
雑
状
況

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
す
る

「
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
。

2
0
2
0
年
10
月
よ
り
運
用
が
始
ま

り
、鹿
児
島
大
学
生
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
店
頭
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
、1
分
ご
と
の
混
雑
状
況
・
予
測
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　食
堂
内
に
設
置
し
た
４
台
の
カ
メ

ラ
で
混
み
具
合
を
撮
影
。画
像
デ
ー
タ

を
基
に
、出
食
カ
ウ
ン
タ
ー
、会
計
レ

ジ
、テ
ー
ブ
ル
・
座
席
の
混
雑
状
況
を

可
視
化
す
る
仕
組
み
で
す
。人
の
写
っ

た
画
像
を
A
I
に
よ
っ
て
数
値
化
す

る
こ
と
で
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
が
可
能
に
な
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
迅
速
な
情
報
発
信
を
実
現
し

ま
し
た
。室
内
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を

測
定
し
、基
準
値
を
超
え
る
と
換
気
を

促
す
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
る
仕
組
み
も
備

え
て
い
ま
す
。

　混
み
具
合
が
見
え
る
化
さ
れ
た
こ

と
で
、学
生
は
、食
堂
が
集
中
す
る
時

間
帯
を
避
け
て
利
用
し
た
り
、他
店

を
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
、混
雑
を

回
避
す
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。一
方
、食
堂
ス
タ
ッ
フ
は
、

混
雑
状
況
に
応
じ
て
人
員
を
配
置

し
、レ
ジ
を
開
け
た
り
、早
め
の
退
席

を
呼
び
か
け
た
り
す
る
な
ど
、早
め

に
混
雑
解
消
の
対
策
を
取
る
が
で
き

ま
す
。サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
と
い

う
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　導
入
か
ら
お
よ
そ
１
年
間
が
た

ち
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、混

雑
を
予
測
す
る
精
度
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。2
0
2
1
年
夏
に
は
、教
育
学

部
の
食
堂
や
売
店
に
も
導
入
さ
れ
ま

し
た
。今
後
、気
温
な
ど
の
デ
ー
タ
も

予
測
に
取
り
込
み
、生
協
で
は
食
材

の
仕
入
れ
な
ど
の
調
整
に
活
用
す
る

方
針
で
す
。

研究の特徴

期待される成果

【学食の混雑情報提供システムの開発と供用】

【感染症対策と利用者サービス向上】

感
染
症
対
策
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
す
る

学
食
の
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
開
発

〜
Io
T
や
A
I
を
活
用
し
て
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む
〜
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　「〇
〇
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何

を
す
れ
ば
良
い
の
か
？
」と
い
う
問
い

を
解
決
す
る
た
め
に
は「
何
を
測
定

し
、測
定
し
た
デ
ー
タ
を
保
存
し
、

デ
ー
タ
を
ど
う
料
理
す
る
の
か
」と

いっ
た
筋
道
と
、ア
イ
ディ
ア
を
具
現
化
す
る
知
識
、技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、物
理
、電
気
、機
械
、数
学

な
ど
幅
広
い
学
術
的
知
見
と
A
I
を
活
用
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
か
ら
I
o
T
に
よ
る
運
用
ま
で
、多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
手

が
け
て
い
ま
す
。 学

術
研
究
院
理
工
学
域
工
学
系
機
械
工
学
専
攻

熊
澤
典
良（
く
ま
ざ
わ・の
り
よ
し
）准
教
授

理
工
学
研
究
科
修
士
２
年

吉
野  

陽（
よ
し
の・
あ
き
ら
）さ
ん

学
食
の
混
雑
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
開
発
を
中
心
的
に
進
め
た

　混
雑
情
報
シ
ス
テ
ム
制
作
に
取
り

掛
か
っ
て
半
年
後
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
拡
大
し
て
き
た
の
で
、研
究
内
容

を
感
染
症
対
策
に
シ
フ
ト
し
て
進
め

ま
し
た
。利
用
者
の
混
雑
回
避
と
提

供
側
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
う
両
面
の
課
題
を
解
消
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、利
用

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
最
新
の
注
意
を
は
ら
い
ま
し
た
。

A
I
を
駆
使
す
る
こ
と
で
撮
影
し
た
画
像
を
グ
ラ
フ
や
数
値
な

ど
で
表
す
こ
と
が
で
き
、情
報
の
公
開
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

停
電
時
な
ど
に
エ
ラ
ー
が
出
な
い
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
スへ

の
対
応
も
こ
の
1
年
で
蓄
積
で
き
ま
し
た
。

　研
究
成
果
を
す
ぐ
実
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
回
の
研
究
成
果
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

������
1
9
9
6
年
3
月
　明
治
大
学
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

1
9
9
6
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
工
学
部
助
手

2
0
0
5
年
4
月
　現
職

※
米
国
U
C
バ
ー
ク
レ
ー
客
員
研
究
員（
2
0
1
2
年
）

学
術
的
知
見
を
社
会
へ
還
元

IoT による実習工場における教育支援の介入タイミングの検出
理工学研究科に設置された実習工場（地域コトづくりセンター中央実験工場）が保有する

種々の工作機械の稼働状況をIoTによって「見える化」しました。
　工場には本研究科の技術職員が配され、教育・研究の場として活用されているほか、学部
内外の実験装置や試料の製作に関する技術支援も行っています。並行して、地域コトづくりセ
ンターの拠点として、学内外の多岐にわたるニーズに貢献する技術支援が期待されています。
一定数の教職員で対応する中で、学生に対する教育支援および利用者の安全対策・事故予
防の質を維持する方策としてIoTを導入。デバイスによって計測した機械の稼働状況を収集
し、使用者の操作習熟度を自動判定し、教職員のスマートウオッチに通知するシステムを開発
しました。教育支援の介入タイミングが通知されることで、より行き届いた教育・技術支援が可
能になりました。

サトウキビ用ハーベスタIoT 情報システム
サトウキビ栽培を主産業とする地域（沖永良部島）のニーズに応えて、島内全域のハー

ベスタ（刈り取り収穫機）を、パソコンで一元的に管理できるIoT情報システムを開発しま
した。
　収穫期のサトウキビは高さ4mにも及び、広大なほ場で稼働するハーベスタの位置や作
業状況を確認することは困難な状況です。とくに機械の故障時や給油時、負傷・事故時等
には正確な位置情報が不可欠ですが、従来、人の経験と勘に頼らざるを得ない状況でし
た。世代交代の進む現在、作業の効率化と生産性の向上、安全面への配慮から、ハーベ
スタの位置情報と稼働状況を一元管理できるシステムが求められています。それらの地域
課題に応え、GPSセンサー、加速度センサーを組み込んだ通信モジュールをハーベスタに
装着し、パソコンで一元的に情報を把握することができるIoTシステムを開発しました。

視覚障がい者のためのジャイロモーメントによる走方向誘導装置
視覚障がい者が、ガイドランナーを伴わずに走ることを可能にするアシスト装置の開

発に取り組んでいます。ガイドランナー（伴走者）には、走者より優れた走力と細やかな
配慮が求められます。また、走者に合わせた日程調整等も求められることから、視覚障
がいのあるランナーにとってガイドランナーの獲得は大きな課題となっています。視覚障がい者が一人で競技に参加で
きることを目指し、腕や足に装着して推進力を付加する運動アシスト装置（特許取得済み）を応用した誘導装置を開発
しています。カーブのある400mの同一レーン上を正確に誘導することができるよう精度を高め、障がいの有無に関わら
ずスポーツを楽しむ機会をより広く提供することに貢献したいと考えています。
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• 令和3年度名誉教授称号記授与式を挙行
7月2日、事務局特別会議室において、令和3年度名誉教授称号記授与式を挙行しました。
名誉教授の称号は、本学の教授として15年以上在籍し、教育上、学術上または本学の運

営上特に功績があった等の方に授与するものです。今年度は13名の先生方に名誉教授の称
号を授与することとなり、式に出席された10名の先生方に、佐野  輝学長が称号記を授与し
ました。

佐野学長は挨拶の中で「先生方のご功績を称え、名誉教授の称号記を授与できますことを誠
に嬉しく、本学を代表致し、心からお慶び申し上げます。」と祝辞を述べるとともに、「先生方は、
法人化前後も含め、大学改革が求められているこの激動の時期にも、本学をしっかりと支えてくださっ
た。これからもご助言やご支援をいただき、大学 OB として、また大
学の応援団として、本学のためにお力をいただきたい」と、長きにわ
たり本学に貢献された先生方に謝意を表しました。

また佐野学長は、「昨今の新型コロナウイルス感染拡大の影響や18
歳人口の減少や苦しい財政状況など、本学を取り巻く環境は厳しいが、
教職員一丸となり、地域社会ならびに国際社会に貢献する『光り輝く』
鹿児島大学を目指したい」と述べました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 鹿児島市長と学生の意見交換「市長と語る会」を開催
7月15日、法文学部では、法文アドバンスト科目Ⅰ「まちづくり論」において、下

鶴 隆央鹿児島市長をお招きし、学生ら29名との意見交換を行う「市長と語る会」を開
催しました。

同科目の講義は、政策の概説でとどまるものではなく、鹿児島市の各政策担当課の
職員に現実の問題点や課題についての講義を行って頂き、学生がそれらの処方箋とな
るアイデアの提供を行うことが特徴です。これまで講義を受けてきた学生らは、グルー
プ議論を重ね、本会での課題解決に向けた政策提言に臨みました。

学生らの政策提言を聞いた下鶴市長は、閉会のご挨拶にて、「大切なことは2つ。聞き取りから得られた情報で仮説を
立て、それを数字でみせて人々を説得すること。なるべく費用をかけないインセンティブで、対象の方にやってもらい
たい行動をとってもらうための方法を考えること。この視点は、これからも忘れないでいてほしい。今日提案されたア
イデアは、持ち帰り関係者へ伝えて検討する。」とコメントされました。

政策提言を終えた学生へのインタビューでは、「下鶴市長からのお話にもあったように、一番難しく感じたのは費用の
面。なるべく費用の負担を減らすよう考えたつもりであったが、実現可能な案にするためにはまだ足りないところがあ
ると気づくことができた。」と、前向きに学ぶ姿が見られました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和3年度前期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催
7月29日、令和3年度前期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催しました。
この奨学金は、学習効果を高めることを目的として、鹿児島大学留学生後援会が

私費外国人留学生へ経済的支援を行うもので今回は6名の留学生へ奨学金を支給しま
した。

授与式では、後援会会長である佐野 輝学長から出席した6名に奨学金が手渡され、
「世界が新型コロナウイルス感染拡大の影響による大変な状況の中で、留学生の皆様
も不慣れな異国の地での生活に苦労しながら、自己の目的を達成するために勉学に励んでおられる。これからも積極的
に学ぶ姿勢を持ち続け、留学を終え帰国した後も日本及び鹿児島とのつながりを持ち、母国との懸け橋になっていただ
きたい。」との激励の言葉が贈られました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 経営協議会学外委員との意見交換会を実施
8月3日、鹿児島大学では、経営協議会学外委員（学外有識者）と役員・

部局長・事務局長等で構成する教育研究評議会評議員との意見交換会を実
施しました。

この意見交換会は、経営協議会と教育研究評議会との合同懇談会を実施
するとともに、学外有識者との意見交換の機会を充実することを目的に実
施されたもの。

意見交換会では、「経営協議会・1年を振り返って」のテーマで、令和2
年9月から令和3年6月までの経営協議会の協議事項に対する学外有識者か
らの意見に対する本学の対応について、多くの質問があり、各部局長等から説明を行い、活発な意見交換が行われました。

• 令和2年度ベストティーチャー賞授賞式を開催
8月5日、令和2年度鹿児島大学ベストティーチャー賞の授賞式を開催しました。
同賞は、教員の意欲向上と大学教育の活性化を図ることを目的とし、教育実践に顕著

な成果をあげた本学教員の功績を表彰するものです。平成30年度に始まり、第3回となる
今年度は、ベストティーチャー最優秀賞に3名、ベストティーチャー賞に9名の教員が選
出されました。 

授賞式では、佐野 輝学長から受賞者の功績を讃え、「受賞者の先生方は、学生の自主自律的な学びを促すために授業に
対して強い熱意を持って取り組んでこられ、学生の学習成果を向上させるとともに、本学の教育活動に大いに貢献して
いただきました。これからも、より一層、教育及び研究の成果を学生をはじめ、社会への還元に努めていただくなどの
ご活躍を期待します。」とお祝いの言葉が贈られ、出席した教員一人ひとりに賞状及び目録が手渡されました。 

ベストティーチャー賞選考委員会の佐野学長から、受賞者一人ひとりに対する選考理由に対するフィードバックが行
われ、同じく選考委員会の、武隈 晃理事（教育担当）、岩井 久理事（企画・社会連携担当）が受賞者に対してお祝いの
言葉を述べました。

また受賞者からは、本表彰に関する感想や、講義や実習で学生と接するときに心がけていること、日頃から教育の現
場で感じていることなどが語られ、改めて教育に対する熱意や工夫が共有されました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 世界初！口腔細菌が大腸がんの発生に関与している可能性を発見
医歯学総合研究科 顎顔面疾患制御学分野（鹿児島大学病院歯科部門口腔外科）の杉浦 剛教授の研究チームは、鹿児島

大学病院消化器外科、大阪大学微生物病研究所との共同研究により、口腔細菌が大腸がんの発生に関与している可能性
があることを発見しました。

本共同研究では、大腸がん患者と健康な人から唾液と便のサンプルを採取し、遺伝子レベルで細菌叢解析を行いました。
その結果、大腸がん患者の唾液・便サンプルに共通して存在する特異的な口腔常在菌が４種類あることを発見しました。
これらの菌は、これまで大腸がんから検出されてきた Fusobacterium とは異なる菌種であり、初めての発見となります。

唾液を用いた口腔細菌叢解析による大腸がん診断法の確立および大腸がんリスク診断法の開発については現在進行中
で、今後、歯科治療や口腔ケアなどの歯科的介入や食事による口腔細菌叢の管理により大腸細菌叢をコントロールするこ
とが可能か、大腸がん予防につながる方法について研究をすすめていく方針です。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和3年度後期「遠隔・公開授業」受講生向けオンラインガイダンスを実施
9月14日、産学・地域共創センターでは、令和3年度後期「遠隔・公開授業」の受講生

を対象としたガイダンスを開催しました。
コロナ禍のため、昨年度より試行的にオンライン形式での「遠隔・公開授業」を実施し、

今期3度目となります。
この日は、事前のガイダンスを Zoom によるオンラインで開催し、30代～70代までの

受講生が約2時間、同センターの教員による、受講上の諸注意・スケジュール・実際の遠
隔授業の受け方等の説明を受けました。受講生はチャットで意見を述べたり、「リアクション」等の機能でコミュニケー
ションを取ったりしました。

同センター生涯学習部門長の寺岡 行雄教授は、「これからはインターネットを通じてあらゆるものが繋がっていく、い
わゆるデジタルトランスフォーメーション（進化したデジタル技術が人々の生活をよりよいものへと変換すること）が
一層進んでいく時代。遠隔による公開授業が、新しい生き方へのきっかけとなることを願っている。」と挨拶しました。
現在行われているオンラインでの学習は、ハードルが高いと感じる方がおられるのも事実ですが、準備や移動時間の短
縮など、オンラインとなったことによるメリットを感じながら受講されている方もいらっしゃいます。

今回は鹿児島県内各地37名の皆様から53科目のお申込みをいただきました。受講生は10月から半年間、1科目につき
15回の講義を受講しています。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 鹿児島大学と新潟大学、山梨大学の3センターが連携協力協定を締結！
9月30日、鹿児島大学と新潟大学、山梨大学は、オンラインにて酒類に係る3大学のセ

ンターの連携協力協定締結式を開催しました。
本協定は、国立大学法人新潟大学日本酒学センター外部リンク、国立大学法人山梨大学

大学院総合研究部附属ワイン科学研究センター外部リンク及び国立大学法人鹿児島大学農
学部附属焼酎・発酵学教育研究センター外部リンクが、組織的な連携のもと、酒類に係る
教育、研究、地域貢献、産学連携及び国際交流等の各面にわたって広く協力し、社会にそ
の成果を還元し、我が国の学術の発展、人材の育成に寄与することを目的として、締結することとなったものです。

式では、3者が協定書へ署名後、鈴木 一史新潟大学日本酒学センター長、奥田 徹山梨大学大学院総合研究部附属ワイ
ン科学研究センター長、玉置 尚徳鹿児島大学農学部附属焼酎・発酵学教育研究センター長からそれぞれ挨拶があり、3者
が力をあわせて地域貢献をめざしていくことが確認されました。

今後、本協定に基づく連携協力により、各センターの強みや特色をいかした交流や研究力の向上、国際的な展開が期
待され、ますます学術の発展・人材育成に貢献してまいります。
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• 令和3年度名誉教授称号記授与式を挙行
7月2日、事務局特別会議室において、令和3年度名誉教授称号記授与式を挙行しました。
名誉教授の称号は、本学の教授として15年以上在籍し、教育上、学術上または本学の運

営上特に功績があった等の方に授与するものです。今年度は13名の先生方に名誉教授の称
号を授与することとなり、式に出席された10名の先生方に、佐野  輝学長が称号記を授与し
ました。

佐野学長は挨拶の中で「先生方のご功績を称え、名誉教授の称号記を授与できますことを誠
に嬉しく、本学を代表致し、心からお慶び申し上げます。」と祝辞を述べるとともに、「先生方は、
法人化前後も含め、大学改革が求められているこの激動の時期にも、本学をしっかりと支えてくださっ
た。これからもご助言やご支援をいただき、大学 OB として、また大
学の応援団として、本学のためにお力をいただきたい」と、長きにわ
たり本学に貢献された先生方に謝意を表しました。

また佐野学長は、「昨今の新型コロナウイルス感染拡大の影響や18
歳人口の減少や苦しい財政状況など、本学を取り巻く環境は厳しいが、
教職員一丸となり、地域社会ならびに国際社会に貢献する『光り輝く』
鹿児島大学を目指したい」と述べました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 鹿児島市長と学生の意見交換「市長と語る会」を開催
7月15日、法文学部では、法文アドバンスト科目Ⅰ「まちづくり論」において、下

鶴 隆央鹿児島市長をお招きし、学生ら29名との意見交換を行う「市長と語る会」を開
催しました。

同科目の講義は、政策の概説でとどまるものではなく、鹿児島市の各政策担当課の
職員に現実の問題点や課題についての講義を行って頂き、学生がそれらの処方箋とな
るアイデアの提供を行うことが特徴です。これまで講義を受けてきた学生らは、グルー
プ議論を重ね、本会での課題解決に向けた政策提言に臨みました。

学生らの政策提言を聞いた下鶴市長は、閉会のご挨拶にて、「大切なことは2つ。聞き取りから得られた情報で仮説を
立て、それを数字でみせて人々を説得すること。なるべく費用をかけないインセンティブで、対象の方にやってもらい
たい行動をとってもらうための方法を考えること。この視点は、これからも忘れないでいてほしい。今日提案されたア
イデアは、持ち帰り関係者へ伝えて検討する。」とコメントされました。

政策提言を終えた学生へのインタビューでは、「下鶴市長からのお話にもあったように、一番難しく感じたのは費用の
面。なるべく費用の負担を減らすよう考えたつもりであったが、実現可能な案にするためにはまだ足りないところがあ
ると気づくことができた。」と、前向きに学ぶ姿が見られました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和3年度前期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催
7月29日、令和3年度前期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催しました。
この奨学金は、学習効果を高めることを目的として、鹿児島大学留学生後援会が

私費外国人留学生へ経済的支援を行うもので今回は6名の留学生へ奨学金を支給しま
した。

授与式では、後援会会長である佐野 輝学長から出席した6名に奨学金が手渡され、
「世界が新型コロナウイルス感染拡大の影響による大変な状況の中で、留学生の皆様
も不慣れな異国の地での生活に苦労しながら、自己の目的を達成するために勉学に励んでおられる。これからも積極的
に学ぶ姿勢を持ち続け、留学を終え帰国した後も日本及び鹿児島とのつながりを持ち、母国との懸け橋になっていただ
きたい。」との激励の言葉が贈られました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 経営協議会学外委員との意見交換会を実施
8月3日、鹿児島大学では、経営協議会学外委員（学外有識者）と役員・

部局長・事務局長等で構成する教育研究評議会評議員との意見交換会を実
施しました。

この意見交換会は、経営協議会と教育研究評議会との合同懇談会を実施
するとともに、学外有識者との意見交換の機会を充実することを目的に実
施されたもの。

意見交換会では、「経営協議会・1年を振り返って」のテーマで、令和2
年9月から令和3年6月までの経営協議会の協議事項に対する学外有識者か
らの意見に対する本学の対応について、多くの質問があり、各部局長等から説明を行い、活発な意見交換が行われました。

• 令和2年度ベストティーチャー賞授賞式を開催
8月5日、令和2年度鹿児島大学ベストティーチャー賞の授賞式を開催しました。
同賞は、教員の意欲向上と大学教育の活性化を図ることを目的とし、教育実践に顕著

な成果をあげた本学教員の功績を表彰するものです。平成30年度に始まり、第3回となる
今年度は、ベストティーチャー最優秀賞に3名、ベストティーチャー賞に9名の教員が選
出されました。 

授賞式では、佐野 輝学長から受賞者の功績を讃え、「受賞者の先生方は、学生の自主自律的な学びを促すために授業に
対して強い熱意を持って取り組んでこられ、学生の学習成果を向上させるとともに、本学の教育活動に大いに貢献して
いただきました。これからも、より一層、教育及び研究の成果を学生をはじめ、社会への還元に努めていただくなどの
ご活躍を期待します。」とお祝いの言葉が贈られ、出席した教員一人ひとりに賞状及び目録が手渡されました。 

ベストティーチャー賞選考委員会の佐野学長から、受賞者一人ひとりに対する選考理由に対するフィードバックが行
われ、同じく選考委員会の、武隈 晃理事（教育担当）、岩井 久理事（企画・社会連携担当）が受賞者に対してお祝いの
言葉を述べました。

また受賞者からは、本表彰に関する感想や、講義や実習で学生と接するときに心がけていること、日頃から教育の現
場で感じていることなどが語られ、改めて教育に対する熱意や工夫が共有されました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 世界初！口腔細菌が大腸がんの発生に関与している可能性を発見
医歯学総合研究科 顎顔面疾患制御学分野（鹿児島大学病院歯科部門口腔外科）の杉浦 剛教授の研究チームは、鹿児島

大学病院消化器外科、大阪大学微生物病研究所との共同研究により、口腔細菌が大腸がんの発生に関与している可能性
があることを発見しました。

本共同研究では、大腸がん患者と健康な人から唾液と便のサンプルを採取し、遺伝子レベルで細菌叢解析を行いました。
その結果、大腸がん患者の唾液・便サンプルに共通して存在する特異的な口腔常在菌が４種類あることを発見しました。
これらの菌は、これまで大腸がんから検出されてきた Fusobacterium とは異なる菌種であり、初めての発見となります。

唾液を用いた口腔細菌叢解析による大腸がん診断法の確立および大腸がんリスク診断法の開発については現在進行中
で、今後、歯科治療や口腔ケアなどの歯科的介入や食事による口腔細菌叢の管理により大腸細菌叢をコントロールするこ
とが可能か、大腸がん予防につながる方法について研究をすすめていく方針です。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和3年度後期「遠隔・公開授業」受講生向けオンラインガイダンスを実施
9月14日、産学・地域共創センターでは、令和3年度後期「遠隔・公開授業」の受講生

を対象としたガイダンスを開催しました。
コロナ禍のため、昨年度より試行的にオンライン形式での「遠隔・公開授業」を実施し、

今期3度目となります。
この日は、事前のガイダンスを Zoom によるオンラインで開催し、30代～70代までの

受講生が約2時間、同センターの教員による、受講上の諸注意・スケジュール・実際の遠
隔授業の受け方等の説明を受けました。受講生はチャットで意見を述べたり、「リアクション」等の機能でコミュニケー
ションを取ったりしました。

同センター生涯学習部門長の寺岡 行雄教授は、「これからはインターネットを通じてあらゆるものが繋がっていく、い
わゆるデジタルトランスフォーメーション（進化したデジタル技術が人々の生活をよりよいものへと変換すること）が
一層進んでいく時代。遠隔による公開授業が、新しい生き方へのきっかけとなることを願っている。」と挨拶しました。
現在行われているオンラインでの学習は、ハードルが高いと感じる方がおられるのも事実ですが、準備や移動時間の短
縮など、オンラインとなったことによるメリットを感じながら受講されている方もいらっしゃいます。

今回は鹿児島県内各地37名の皆様から53科目のお申込みをいただきました。受講生は10月から半年間、1科目につき
15回の講義を受講しています。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 鹿児島大学と新潟大学、山梨大学の3センターが連携協力協定を締結！
9月30日、鹿児島大学と新潟大学、山梨大学は、オンラインにて酒類に係る3大学のセ

ンターの連携協力協定締結式を開催しました。
本協定は、国立大学法人新潟大学日本酒学センター外部リンク、国立大学法人山梨大学

大学院総合研究部附属ワイン科学研究センター外部リンク及び国立大学法人鹿児島大学農
学部附属焼酎・発酵学教育研究センター外部リンクが、組織的な連携のもと、酒類に係る
教育、研究、地域貢献、産学連携及び国際交流等の各面にわたって広く協力し、社会にそ
の成果を還元し、我が国の学術の発展、人材の育成に寄与することを目的として、締結することとなったものです。

式では、3者が協定書へ署名後、鈴木 一史新潟大学日本酒学センター長、奥田 徹山梨大学大学院総合研究部附属ワイ
ン科学研究センター長、玉置 尚徳鹿児島大学農学部附属焼酎・発酵学教育研究センター長からそれぞれ挨拶があり、3者
が力をあわせて地域貢献をめざしていくことが確認されました。

今後、本協定に基づく連携協力により、各センターの強みや特色をいかした交流や研究力の向上、国際的な展開が期
待され、ますます学術の発展・人材育成に貢献してまいります。
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ノートにぎっしり書き込まれた数字やグラフから
気の遠くなるような実験の過程が窺えます

食と健康に関心が向いたのは、看護師の母、保健
師の伯母からの影響も

2019年、チェコの国際
学会で、今回の論文の
内容を英語でスピーチ。
若手科学者部門2位の
成績を挙げました

座右の銘

目
の
前
の
こ
と
に

誠
実
に

自分の目の前にあることを一つ一つ丁寧にやってい
くことで、今取り組んでいる研究に出会えて、さまざ
まな機会をいただくことができたのだと思います。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育
の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

• SDGs推進本部会議及び
 ワーキンググループ会議を開催

本学では、佐野学長を本部長とし、
理事、副学長、事務局長、各学域か
ら選出されたベテラン及び若手の教
員並びに事務局各部長で構成する
SDGs 推進本部を設置しました。同
推進本部は、SDGs の理念の普及及
び理解の促進に貢献し、教育、研究
及び社会貢献活動を通じてこれまで本学で行ってきた SDGs の達成
に向けた取組を積極的に社会に発信するとともに、SDGs の達成を
推進するためのさらなる取組に挑戦することを目的としています。

8月10日に、第１回目の SDGs 推進本部会議をオンラインで開催
し、本学における SDGs の達成推進に向けた方針を確認し、本学で
これまで行われてきた SDGs 関連の取組に関する情報発信の方法や
新たな取組の企画・実施について、検討が行われました。

8月31日には、係長以下の若手中心の事務職員で構成するワーキ
ンググループ会議をオンラインで開催し、田頭副学長・事務局長
から、SDGs の概説や国内外の動向、また、なぜ今、大学が進んで
SDGs に取り組まなければならないのかといった内容を中心とした
講話がありました。続いて、本学における SDGs の達成推進に係
る取り組み方や発信のあり方、若手職員側から SDGs 推進本部会議
への提案などについて、グループに分かれてディスカッションを行
い、各グループ内で検討された内容等の発表が行われました。

本学は、海と火山と島々からなる豊かな自然環境や持続可能な農・
畜産・水産業を守り続けてきた大学のポテンシャルを発展させ、今後
も学生、教職員及び関係者が一丸となって、「オール鹿大」で SDGs
達成に向けた取組の推進を加速させていくこととしております。

─────────────────────────────────
• 男女共同参画トップセミナーを開催

9月9日、束村博子氏（名古屋大学
副総長：男女共同参画・多様性担当）
を講師に迎え、令和3年度男女共同
参画トップセミナーをオンラインで
開催しました。本セミナーは、文部
科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ事業（先端型）/ 令和2年度
選定を受けて開催。「女性活躍を真の大学活性化につなげるため
に」のテーマの下、オンラインで行われたものです。佐野輝学長
をはじめ役員、教職員、学外関係者等148名が参加しました。

講演では、講師が長年にわたり名古屋大学で、大学活性化戦略
としての女性活躍促進に尽力してこられた経験と、研究者として
の視点から、活用されていない女性の能力を活かす必要性が説か
れました。そして、女性の活躍は、自己実現につながり、やる気
と幸福度がアップし、個人・組織・社会が win-win の関係になる
活性化戦略であるとの講話がありました。また、語学をしっかり
学び、積極的に海外経験を積んでほしいと、先端型事業における
海外派遣に係る研究者へのエールもありました。

質疑応答では、女性を増やすためのポジティブアクション実施
には、トップの個性に合わせたアプローチの工夫や女性活躍にお
ける成果の可視化が有効であること。また、休業等による代替者
配置については、全国の大学に共通の課題であるとし、若手活用
のシステムの必要や育児休業からの早期復帰希望に対応できる保
育支援の充実等が有効であること、学内セミナー等でアンコン
シャスバイアスに気づく機会を作る必要性があることなどのアド
バイスがあり、今後の取り組みへの有意義な機会となりました。
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が
佐
々
木

優
紀
さ
ん
で
す
。「
研
究
室
に
入
っ
た
時

か
ら
手
が
け
て
き
た
テ
ーマ
。時
間
が
か

か
り
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
形
に
で
き
ま

し
た
」

熱
帯
魚
の
流
通
・
販
売
に
携
わ
る
お

父
さ
ん
の
影
響
で
生
物
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、入
学
前
は
共
同
獣
医
学
部

に
も
惹
か
れ
ま
し
た
が「
よ
り
幅
広
く

学
べ
そ
う
」と
、農
学
部
を
選
択
。２
年

生
で
受
け
た
授
業
が
きっ
か
け
と
な
り
、

腸
内
細
菌
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。「
腸

の
調
子
で
体
調
が
変
わ
る
と
い
う
体
感

は
あ
る
の
で
、よ
り
科
学
的
に
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
り
た
い
な
と
思
い
、ビ
フィ
ズ
ス
菌

の
研
究
を
行
う
藤
田
先
生
の
研
究
室
に

決
め
ま
し
た
」。修
士
課
程
を
経
て
就
職

の
予
定
で
し
た
が
、初
め
て
参
加
し
た
応

用
糖
質
科
学
会
で
研
究
職
の
魅
力
を

感
じ
、博
士
課
程
に
進
学
。「
思
う
よ
う

に
研
究
が
前
に
進
ま
な
い
と
時
間
が
惜

し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、試

行
錯
誤
の
過
程
が
実
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、そ
の
時
間
も
必
要
だ
と
割
り

切
っ
て
い
ま
す
」。海
外
の
研
究
活
動
に

も
目
を
配
り
な
が
ら
、さ
ら
に
深
め
てい

き
た
い
、と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

ノートにぎっしり書き込まれた数字やグラフから
気の遠くなるような実験の過程が窺えます

食と健康に関心が向いたのは、看護師の母、保健
師の伯母からの影響も

2019年、チェコの国際
学会で、今回の論文の
内容を英語でスピーチ。
若手科学者部門2位の
成績を挙げました

座右の銘

目
の
前
の
こ
と
に

誠
実
に

自分の目の前にあることを一つ一つ丁寧にやってい
くことで、今取り組んでいる研究に出会えて、さまざ
まな機会をいただくことができたのだと思います。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育
の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

• SDGs推進本部会議及び
 ワーキンググループ会議を開催

本学では、佐野学長を本部長とし、
理事、副学長、事務局長、各学域か
ら選出されたベテラン及び若手の教
員並びに事務局各部長で構成する
SDGs 推進本部を設置しました。同
推進本部は、SDGs の理念の普及及
び理解の促進に貢献し、教育、研究
及び社会貢献活動を通じてこれまで本学で行ってきた SDGs の達成
に向けた取組を積極的に社会に発信するとともに、SDGs の達成を
推進するためのさらなる取組に挑戦することを目的としています。

8月10日に、第１回目の SDGs 推進本部会議をオンラインで開催
し、本学における SDGs の達成推進に向けた方針を確認し、本学で
これまで行われてきた SDGs 関連の取組に関する情報発信の方法や
新たな取組の企画・実施について、検討が行われました。

8月31日には、係長以下の若手中心の事務職員で構成するワーキ
ンググループ会議をオンラインで開催し、田頭副学長・事務局長
から、SDGs の概説や国内外の動向、また、なぜ今、大学が進んで
SDGs に取り組まなければならないのかといった内容を中心とした
講話がありました。続いて、本学における SDGs の達成推進に係
る取り組み方や発信のあり方、若手職員側から SDGs 推進本部会議
への提案などについて、グループに分かれてディスカッションを行
い、各グループ内で検討された内容等の発表が行われました。

本学は、海と火山と島々からなる豊かな自然環境や持続可能な農・
畜産・水産業を守り続けてきた大学のポテンシャルを発展させ、今後
も学生、教職員及び関係者が一丸となって、「オール鹿大」で SDGs
達成に向けた取組の推進を加速させていくこととしております。

─────────────────────────────────
• 男女共同参画トップセミナーを開催

9月9日、束村博子氏（名古屋大学
副総長：男女共同参画・多様性担当）
を講師に迎え、令和3年度男女共同
参画トップセミナーをオンラインで
開催しました。本セミナーは、文部
科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ事業（先端型）/ 令和2年度
選定を受けて開催。「女性活躍を真の大学活性化につなげるため
に」のテーマの下、オンラインで行われたものです。佐野輝学長
をはじめ役員、教職員、学外関係者等148名が参加しました。

講演では、講師が長年にわたり名古屋大学で、大学活性化戦略
としての女性活躍促進に尽力してこられた経験と、研究者として
の視点から、活用されていない女性の能力を活かす必要性が説か
れました。そして、女性の活躍は、自己実現につながり、やる気
と幸福度がアップし、個人・組織・社会が win-win の関係になる
活性化戦略であるとの講話がありました。また、語学をしっかり
学び、積極的に海外経験を積んでほしいと、先端型事業における
海外派遣に係る研究者へのエールもありました。

質疑応答では、女性を増やすためのポジティブアクション実施
には、トップの個性に合わせたアプローチの工夫や女性活躍にお
ける成果の可視化が有効であること。また、休業等による代替者
配置については、全国の大学に共通の課題であるとし、若手活用
のシステムの必要や育児休業からの早期復帰希望に対応できる保
育支援の充実等が有効であること、学内セミナー等でアンコン
シャスバイアスに気づく機会を作る必要性があることなどのアド
バイスがあり、今後の取り組みへの有意義な機会となりました。
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鹿児島大学病院の取り組み
～地域医療の最後の砦として社会に果たしたこと～
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動画配信中 !!
今回は「高隈演習林」
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●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目21番 24号
TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854
E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2021年 11月発行

　鹿児島県大隅半島、桜島の東隣に位置し100年の歴史を有す
る鹿児島大学の演習林です。島津藩の藩有林を受け継ぎ1909
（明治42）年、鹿児島大学農学部の前進である国立鹿児島高等
農林学校に佐多演習林とともに開設され、現在も教育研究の場
として活用されています。
　一帯には、およそ3万年前の姶良火山の大噴火によって噴出し
たシラスや軽石が厚く堆積し、豊かな森の働きと相まって豊富な
良質の地下水を育みます。鹿児島大学ブランド焼酎「春秋謳歌」
「きばいやんせ」は、当演習林で湧出する「高隈の名水」を仕込み
と割り水に使用しています。

　鹿児島県産の新鮮なさつまいも ”黄金千貫“ を原料とする本格芋焼酎です。仕込み水と割り水には、本学農学部の

高隈演習林に湧き出る良質な地下水「高隈の名水」を使用しています。高隈山の大自然を感じさせる、すっきりした

味わいと上品な甘さが特徴です。

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「高隈演習林」

動画配信中！ 今回は
「高隈演習林」
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「きばいやんせ」
度数：25度  容量：900m l（化粧箱入）
製造：薩摩酒造（枕崎市） 価格：1 , 2 2 3円（税込）

kagoshima_uni
v.koho

Instagramでも情
報発信中！


